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第６回 石狩川下流域外減災対策協議会 夕張川上流地域部会 
 

開 催 日：令和 3年 1月 29 日（金） 

開催方法：書面会議 

 

 

議事次第 

 

 

1. 石狩川下流域外河川の減災に係る取組方針の改定について 

（札幌開発建設部 河川整備保全課） 

 

2. 減災にかかわる関係機関の取組状況（関係機関及び市町村） 

1) 概ね 5 年で実施する取組 

2) 個別の取組 

 札幌管区気象台 

 札幌建設管理部 

 栗山町 

 由仁町 

 夕張市 

 江別河川事務所 

 

3. 情報提供（関係機関） 

 札幌管区気象台 

 札幌開発建設部 防災課 

 札幌開発建設部 河川整備保全課 

 国土地理院 

 

4. 意見交換（関係機関及び市町村） 

テーマ① 要配慮者利用施設における避難確保計画作成や訓練実施にむけた取組、課題 

テーマ② 新型コロナウイルス感染症が広がる中で、避難所確保・開設に向けた取組、課題等 

 

5.その他 
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１．石狩川下流域外河川の減災に係る

取組方針の改定について
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○「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく 

 

石狩川下流域外河川の減災に係る取組方針 

改定（案） 
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１１月 ４日 

平成３０年 ２月１９日改定 

平成３０年 ４月 １日改定 

平成３１年 ３月 ８日改定 

令和 ２年 ３月１９日改定 

令和 ３年 ３月 ○日改定 
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5



 

- 1 - 

１．はじめに 

 

石狩川では昭和 56 年 8 月上旬洪水において、石狩大橋地点での流量が戦後最大を記録す

る大洪水が発生した。この洪水により、浸水面積 614ｋ㎡（東京都の面積の約 1/3）、被害家

屋 22,500 戸、死者 2 名の被害が発生したほか、ＪＲ・国道などの主要交通網のほか、電力

や水道など流域全体でインフラの被害も発生し、その被害額は約 1,000 億円（昭和 56 年当

時）となった。 

 

また、平成27年9月関東・東北豪雨では、流下能力を上回る洪水により利根川水系鬼怒川

の堤防が決壊し、氾濫流による家屋の倒壊・流失や広範囲かつ長期間の浸水が発生した。

これらに住民の避難の遅れも加わり、近年の水害では例を見ないほどの多数の孤立者が発

生する事態となった。加えて、平成28年8月には、観測史上初めて１週間の間に３個の台風

が北海道に上陸し、その１週間後に再び台風が接近するという、かつてない気象状況とな

り、石狩川水系空知川及び十勝川水系札内川で堤防が決壊するなど、記録的な大雨による

被害が発生した。 

 

今後、気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻度が全国的に

高まることが懸念されている。 

 

このような災害に対応するために、管内市町村と北海道、気象台、札幌開発建設部は、「水

防災意識社会 再構築ビジョン」を踏まえ、平成 28 年 5 月 27 日に「石狩川下流水防連絡協

議会 石狩川下流減災対策委員会」を設立し、平成 29 年 7 月には、新たな法定協議会とし

て北海道・札幌市管理河川も対象河川とした「石狩川下流域外減災対策協議会」（以下「協

議会」という。）に移行した。「外」とは、対象となる二級河川流域を示している。 

協議会では、石狩川下流外流域（以下、「対象流域」という。）における水害での主な特徴

を踏まえ、課題を抽出するとともに、関係機関による減災のための取組状況の共有を行った。 

最大の課題は、対象流域には、北海道の中枢機能を担う自治体が多い一方で、昭和 56 年

8 月洪水規模の大洪水が発生した場合、広範囲にわたる浸水により行政機能を失う可能性が

あることである。また、札幌市など高度に発展した都市では地下街等を含め甚大な影響が生

じる可能性がある。さらに平成 28 年 8 月には、台風 10 号による大雨により、石狩川水系空

知川で堤防が決壊するなど、減災に向けた喫緊の取組が必要となっている。 

 

以下に、対象流域の氾濫時に想定される主な特徴を記載する。 

 

○低平地を流れる石狩川や合流する支川では、上流や周辺地域に降った雨が集中し、高

い河川水位が長時間に及ぶことから氾濫の危険性が高く、さらに、広範囲かつ数多く

の箇所で同時に浸水被害が発生する可能性がある。 

○河川の延長が長く、堤防を含め整備中の箇所も多く、多地点での水防活動を想定す
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る必要がある。 

○北海道の経済、文化、産業の中心である自治体が多く、また、日本有数の穀倉地帯

を有していることから、浸水による被害が甚大となる可能性がある。更に、市町村

を結ぶＪＲ、北海道縦貫自動車道、国道などの主要交通網が集中しており、それら

が寸断した場合の社会的な影響も甚大となる。 

○高度に発達した市街地では、地下空間など都市機能への影響が非常に大きい。 

 特に札幌市などでは、氾濫水は短時間で市街部や広大な地下空間に及ぶため被害が

甚大になる可能性がある。 

○北海道及び札幌市が管理する中小河川は、降雨から流出までの時間が短く、時間あ

たりの水位上昇量が大きい特徴があり、一度水が溢れると河川周辺に甚大な被害を

もたらす可能性がある。 

 

これらの課題に対し、協議会では、『広域かつ長期の氾濫に備え、また都市機能の被害を

軽減するために、流域タイムライン等のソフト対策により、「大規模氾濫に備えた迅速・確

実な避難」・「北海道の中枢を担う石狩川下流域外の社会経済被害の最小化」を目指す』こと

を目標として定め、国管理河川は令和２年度、北海道・札幌市管理河川は令和３年度までに

避難勧告の発令等を担う市町村と、河川管理者である道、国が一体となって行う取組内容を

とりまとめた。 

取組内容として、堤防整備・河道掘削などの「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」や堤防構造の

工夫による「危機管理型ハード対策」に加え、ソフト対策を実施する。主なソフト対策の取

組は以下の通りである。 

 

○平成 28 年の台風被害も踏まえ、未指定の河川における水位周知河川等への指定、

浸水想 

 定区域図の公表、避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成を早期に進める。 

○洪水が広範囲に及ぶ想定最大規模の洪水等を考慮した流域タイムラインを作成し、

隣接した市町村の境界を越えた情報伝達方法や広域避難の計画について検討する。 

○要配慮者利用施設と連携した情報伝達訓練並びに避難訓練を実施するとともに、要

配慮者利用施設における避難確保計画の作成に向けた支援を実施する。 

○住民の水防災に対する意識啓発のため、S56 洪水等の広報の充実や、小学生を対象

とした防災教育の実施を図るとともに、全ての流域市町村の職員を対象とした「豪

雨災害対策研修」を実施する。 

○社会経済活動の早期再開、国道途絶による影響の最小化に資するべく、開発局保有

の排水ポンプ車や排水機場、消防の保有ポンプを連携して活用した排水計画を作成

し、訓練を実施する。 

○高度に発達した地下空間の浸水等から人命を守り被害を軽減するため、札幌市街地

における内水による浸水想定区域図の検討や、地下街での避難確保・浸水防止計画

の作成に向けた取組を行う。 
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本資料は、協議会規約第 4条に基づきとりまとめたものである。 
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２．協議会の構成員 

 

 協議会の参加機関及び構成員は、以下の通りである。 

 

参加機関 構成員 

市町村 札幌市長   南幌町長 

江別市長   奈井江町長 

千歳市長   由仁町長 

恵庭市長   長沼町長 

北広島市長  栗山町長 

石狩市長   月形町長 

当別町長   浦臼町長 

新篠津村長  新十津川町長 

 岩見沢市長  妹背牛町長 

 美唄市長   秩父別町長 

 芦別市長   雨竜町長 

 赤平市長   北竜町長 

 三笠市長   沼田町長 

 滝川市長   幌加内町長 

 砂川市長   上富良野町長 

 深川市長   中富良野町長 

 富良野市長  南富良野町長 

 夕張市長   歌志内市長 

 上砂川町長 

北海道電力株式会社 水力部長 

北海道警察 警備部長 

旭川方面本部警備課長 

北海道 石狩振興局長 

空知総合振興局長 

上川総合振興局長 

空知総合振興局副局長（建設管理部担当） 

上川総合振興局副局長（建設管理部担当） 

気象台 札幌管区気象台長 

旭川地方気象台長 

北海道開発局 札幌開発建設部長 
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３．対象流域の概要と主な課題 

 

■流域及び河川の特徴 

石狩川は、その源を大雪山系の石狩岳（標高 1,967ｍ）に発し、渓流を集めながら層雲

峡の渓谷を流下して上川盆地に至り、旭川市街で牛朱別川、忠別川等を合流し、神居古潭

の狭さく部を下って、石狩平野に入り、雨竜川、空知川、幾春別川、夕張川、千歳川、豊

平川などの多くの支川を合わせ、石狩市において日本海に注ぐ、流域面積 14,330km2（全国

2位）、幹川流路延長 268km（全国 3位）の一級河川である。 

 その内、石狩川下流は、神居古潭下流の神納橋地点より下流で、上記の主要支川に加え

尾白利加川、徳富川、奈井江川、美唄川、須部都川、篠津川及び当別川などの支川を合わ

せて流れ、その幹川流路延長は 149km の河川であり、流域は以下の特徴を有する。 

① 下流域では、石狩川が低平地を流れ、上流や周辺地域に降った雨が集中し、 

高い河川水位が長時間継続する。 

また、合流する支川も低平地を流れており、本川の影響を受けて、高い河川水

位が長時間継続する。 

② 豊平川は急流河川であり、その扇状地に形成された札幌市の中心部を貫流して

いる。豊平川が氾濫した場合には、氾濫水は短時間で市街部や広大な地下空間

に及ぶため、道都・札幌市の都市機能への影響が非常に大きい。 

また、新川等の中小河川は、流域面積が小さいため、河川延長が短く、川幅も狭くなっ

ているほか、降雨から流出までの時間が短く、時間あたりの水位上昇量も大きい。 

 

■過去の水害と河川改修の状況 

 昭和 56 年 8 月には２つの大きな洪水があった。8 月上旬洪水では、石狩川・石狩大橋地点での

流量が戦後最大（11,330m3/s）を記録する大洪水となり、中下流部の低平地において内外水氾濫

により浸水面積は 614km2、被害家屋 22,500 戸、死者 2 名、被害額 約 1,000 億円の甚大な被害

が発生した。このためダム及び遊水地の整備を実施し、流下能力確保のための堤防及び河道の

整備、新水路の掘削などを実施した。また、特に破堤等による被害が大きかった区域について激

甚災害対策特別緊急事業により、堤防、護岸、河道掘削、排水機場等を整備した。 

また 8 月下旬洪水では、豊平川・雁来地点での流量が戦後最大（1,417m3/s）を記録する大洪水

となり、低平地の浸水、高速の乱れた流れによる高水敷や河岸の被災、上流部での土砂災害に

より、被害家屋は 12,200 戸に及んだ。 

石狩川下流では、平成 19 年までに河川整備計画を策定し、対象期間を概ね 30 年とする河川

整備の当面の目標を決定し、主に以下の対策を実施している。 

  ・堤防の必要な断面が確保されていない区間の堤防整備 

  ・河道断面が不足している区間の河道掘削 

  ・洪水時の流量を調整するための千歳川遊水地群、北村遊水地の整備 

  ・下流域の洪水被害軽減のための夕張シューパロダム、新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダム

の整備 
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  ・迅速な水防活動や災害時の緊急復旧活動のための水防拠点等の整備 

また、北海道・札幌市においても、一級河川では石狩川水系の河川整備計画を策定し、

二級河川では新川水系等の河川整備計画を策定している。各整備計画の対象区間、対象期

間において、河川整備の当面の目標を決定し、主に以下の対策を実施している。 

  ・堤防の必要な断面が確保されていない区間の堤防整備 

  ・河道断面が不足している区間の河道掘削 

  ・洪水時の流量を調整するための望月寒川放水路トンネル、流域貯留施設の整備 

  ・下流域の洪水被害軽減のための当別ダム、徳富ダムの整備 

 

■石狩川下流域の社会経済等の状況 

 石狩川下流域は、北海道の面積の約 1/8 を占め、人口は北海道の約 50％の 270 万人が居住

しており、流域内人口の約 5 割が想定氾濫区域内に住んでいる。 

 また、石狩川下流域は、我が国の食糧供給基地である北海道でも有数の穀倉地帯を形成して

おり、主な農作物である、水稲やそばは、石狩川下流域で全道の約 50％の生産量を占めている。 

 河川沿いに北海道の経済、文化、産業の中心である自治体の市街地が位置しており、主要都

市を結ぶＪＲ、北海道縦貫自動車道、国道など主要交通網が多数存在している。 

 

■石狩川下流域での主な課題 

 石狩川下流域は、広大な低平地が氾濫原であり、昭和 50 年洪水では 292km2、昭和 56 年

8 月洪水では 614km2にも及ぶ浸水面積となった。その際に、石狩川や支川など多地点で溢

水や破堤が発生したため、下記の点が課題として挙げられる。 

 

＜流域に低平地が広がり、広範囲に渡り氾濫が発生＞ 

○低平地を流れる石狩川や合流する支川では、高い河川水位が長時間に及ぶことから

氾濫の危険性が高く、さらに広範囲かつ数多くの箇所で同時に氾濫が発生する可能

性があるため、広域的に連携した対応が必要である。 

 

＜長大な堤防を有し、洪水継続時間が長い＞ 

 ○河川の延長が長く、堤防を含め整備中の箇所も多く、多地点での水防活動を想定

する必要がある。また、石狩川下流域では泥炭性の軟弱地盤が広く分布しおり、堤

防機能の確保のため長期間にわたり適正な管理が必要である。 

 

＜北海道の中枢機能を担う自治体が浸水＞ 

○北海道の経済、文化、産業の中心である自治体が多く、浸水により行政機能を失う

可能性がある。昭和 56 年の洪水ではＪＲや国道の通行止めが 1週間に及ぶなど復旧

に時間を要し、経済や産業活動へ影響があったことを踏まえ、それらの影響の軽減

に資する取組を検討する必要がある。 
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 ＜高度に発達した市街地の浸水等により道都・札幌市の都市機能へ甚大な影響が発生＞ 

  〇豊平川が氾濫した場合には、氾濫水は短時間で市街部や広大な地下空間に及ぶた

め、人命を守る対応が必要である。また交通網など道都・札幌市の都市機能への影

響が非常に大きく、迅速な情報収集・伝達や対応が不可欠である。 

 

これらの課題に対して、本協議会では石狩川下流域外の大規模水害に対し「大規模氾濫

に備えた迅速・確実な避難」、「北海道中枢を担う石狩川下流域外の社会経済被害の最小

化」を目指すこととして、取組内容について検討を行った。 
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４．現状の取組状況等 

 

石狩川下流域外における減災対策について、各構成員が現在実施している取組及び、取

組に対する課題を抽出した結果、概要は以下の通りである。 

 

①情報伝達、避難計画等に関する事項 

※現状：○、課題：●（以下同様） 

項目 現状と課題 

洪水時における河川管理者

等からの情報提供等の内容

及びタイミング 

○ 避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を気

象台と共同で実施している。（札幌開建、札幌管区気象台、旭川地方

気象台、札幌建管） 

○ 重大な災害が発生するおそれがある場合には、札幌開発建設部、札

幌建設管理部、旭川建設管理部から市町村長に情報伝達（ホットラ

イン）をしている。（札幌開建、札幌建管、旭川建管、37 市町村） 

○ 北海道水防計画の規定に基づき、水防警報、水位周知、雨量及び水位

情報の伝達を行っている。（石狩振興局、空知総合振興局、上川総合

振興局、札幌建管、旭川建管） 

● 洪水予報等の防災情報の持つ意味や、防災情報を受けた場

合の対応についての住民等の認識が不十分であることが懸

念される。 

A 

● 防災情報が、受け手側には分かりにくく、時間的に余裕のな

い中での適切な判断、行動に結びつかないことが懸念され

る。 

B 

避難勧告等の発令基準 

○ 避難勧告等の発令等に着目したタイムラインを作成している。（札幌

開建、札幌管区気象台、32 市町村） 

○ 特別警報・警報・注意報を発表している（警報期間、注意期間、ピー

クの時間、最大雨量などの予測値を発表）。（札幌管区気象台、旭川地

方気象台） 

○ 避難勧告等の発令に関する内容を地域防災計画に記載し、その内容

に基づき発表している。（37 市町村） 

○ 避難勧告発令の目安となる土砂災害警戒情報を気象台と共同で発表

している。（札幌建管、旭川建管） 

● タイムラインを踏まえた地域防災計画の見直し等を通じ

て、より実効性のある防災体制の構築が求められる。 

● 基準水位観測所の受け持ち区間を対象に避難勧告等を発令

すると、避難対象地域が必要以上に広範囲となる傾向があ 

るため、住民の避難行動に結びつかないおそれがある。 

C 
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項目 現状と課題 

避難場所・避難経路 

○ 浸水想定区域図を公表し、市町村長に通知している。（札幌開建、札

幌建管、旭川建管） 

○ 市町村の災害対策基本法に基づく指定緊急避難場所及び指定避難所

の指定について支援している。（石狩振興局、空知総合振興局、上川

総合振興局） 

○ 浸水想定区域図に基づき、洪水ハザードマップを作成し浸水範囲、避

難所、避難場所を周知している。（37 市町村） 

● 浸水想定区域が設定されていないことや浸水想定区域図等

に記載された浸水深等の情報がリスクとして充分に認識さ

れていないことが懸念される。 

D 

● 避難経路を指定していないため、いざという時に避難路が浸

水しているなど、適切に行動できないことが懸念される。 E 

● 一部自治体では、市街地の大部分が浸水する可能性があるた

め、多くの避難者が集中した場合には、避難場所施設が不足

することが懸念される。 

F 

● 地形が平坦かつ広域なため安全な避難施設までが遠い。また

高い建物が無く垂直避難が困難な地域の避難場所の確保が

懸念される 

G 

● 自治体をまたぐ被災が想定され、広域避難の準備不足が懸念

される。 H 

● 近傍の避難所施設が使用不可能な場合、国道の浸水により市

街部等への避難路が確保できないことが懸念される。 I 
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項目  現状と課題 

住民等への情報伝達の体

制や方法 

○ 河川水位、洪水予報及びライブ映像等の情報をホームページやテレビ

を通じて伝達している。（札幌開建、札幌管区気象台、旭川地方気象

台、札幌建管、旭川建管） 

○ ダムからの初期放流時は、警報装置の吹鳴や警報車による河川パトロ

ールを実施している。（札幌開建、札幌建管、北海道電力） 

○ ダムの放流開始時、洪水時等の定められた時期に地元地域（市役所・

消防・警察等）に通報（FAX 等）している。（札幌開建、札幌建管、北

海道電力） 

○ 河川情報システム等で収集した雨量・河川水位等の情報を国土交通省

のＨＰ（川の防災情報）に提供しているほか、北海道の HP にも掲載

している。（札幌建管、旭川建管） 

○ 災害の情報について HP 等を通じて伝達している。（37 市町村） 

● 高気密性住宅が多いことに加え、風雨などの騒音等により、

音声による情報の聞き取りが困難となることが懸念される。 J 

● 高齢者など一部の住民に伝わっていない可能性がある。ま

た、文字・水位情報ではわかりにくく、伝えたい情報が正し

く伝わっていないことが懸念される。 

K 

● 避難場所への情報伝達が確立されていないことにより避難

場所において情報不足に起因するトラブル（２次避難の遅れ

等）が発生することが懸念される。 

L 

避難誘導体制 

○ 避難誘導は地域防災計画等に基づき市職員、警察、消防等が実施する。

（37 市町村） 

● 水防団員が減少傾向にあるため、避難誘導時の人員が不足す

ることが懸念される。 M 

● 要避難者が広域に点在する地域での避難誘導の遅れが懸念

される。 N 

● 市職員、警察、消防等、それぞれが避難誘導等を実施するこ

とから、適切な情報共有等が必要である。 O 
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③ 水防に関する事項 

項目 現状と課題 

 

 

河川水位等に係る情報提供 

○ 河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビ

を通じ伝達している。（札幌開建、札幌管区気象台、旭川地方気象台、

札幌建管、旭川建管） 

○ 基準観測所の水位により水防警報を発表している。（札幌開建、札幌

建管、旭川建管） 

○ 札幌開発建設部へダムの情報（水位、流入量、放流量等）を常時提供

している。（北海道電力） 

○ 河川情報システム等で収集した雨量・河川水位等の情報を国土交通

省のＨＰ（川の防災情報）に提供しているほか、北海道の HP にも掲

載している。（札幌建管、旭川建管） 

○ 河川管理者、気象庁及び振興局からの発表等に基づき、消防等や住

民に対して、必要な行動を指示している。(37 市町村) 

○ 北海道水防計画の規定に基づき、水防警報、雨量及び水位情報の伝

達を行っている。（石狩振興局、空知総合振興局、上川総合振興局） 

 

● 情報の入手のしやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させ

る必要がある。また文字・水位情報のみではわかりにくく、

伝えたい情報が正しく伝わっていないことが懸念される。 

P 

河川巡視の実施状況 

○ 平時に水防活動の効率化を図るため、関係機関と水害リスクの高い

箇所の合同巡視を実施している。（札幌開建、石狩振興局、空知総合

振興局、上川総合振興局、27 市町村） 

○ 平常時・出水時の巡視のほか、出水期前には重要水防箇所等の洪水

に対してリスクが高い区間の点検・巡視を実施している。（札幌建管、

旭川建管） 

○ 出水時には水防団と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施してい

る。（札幌開建、札幌建管、旭川建管、37 市町村） 

● 河川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有

等をさらに進める必要がある。 Q 

水防資機材の整備状況 

○ 水防資機材は各関係機関で事務所・水防拠点等に保有している。（札

幌開建、石狩振興局、空知総合振興局、上川総合振興局、札幌建管、

旭川建管、37 市町村） 

● 各関係機関の水防資機材保有状況を共有し、充実を図る必要

がある。 R 
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項目 現状と課題 

水防活動及び減災への取組

み 

○ 「北海道地域防災マスター」を積極的に取得し、防災体制の強化に

努めている。（21 市町） 

○ 自助・共助による災害に強い地域作りを目指し、自主防災組織の結

成に取り組んでいる。（35 市町村） 

○ 災害発生時に地域で相互に協力できるよう、防災訓練を実施してい

る。(37 市町村) 

● 水防団員と消防団員が兼務となっており、水防活動に関する

専門的な知識等を習得する機会が少なく、量的にも質的にも

増加している作業を的確にできないことが懸念される。 

S 

その他 ○ 各市町村では災害時応援協定を締結(別紙-1)している。（37 市町村） 
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④ 氾濫水の排水、施設運用等に関する事項 

項目 現状と課題 

排水施設、排水資機材の操

作・運用 

○ 水防体制強化のため、水防資機材を活用し、関係機関が連携した水

防訓練を実施している。（札幌開建、石狩振興局、空知総合振興局、

上川総合振興局、札幌建管、旭川建管、19 市町村） 

○ 樋門の操作点検を出水期前に実施している。（札幌開建、札幌建管、

旭川建管、札幌市、滝川市、南富良野町） 

○ 排水機場による排水活動を受託し、内水排除対策を実施している。

（札幌開建、札幌市、滝川市） 

○ 水防資機材は事務所・水防拠点等に保管しており、非常時において

は水防団体等へ貸し出しが可能である。（札幌開建、石狩振興局、空

知総合振興局、上川総合振興局） 

● 今後想定される大規模浸水に対しては、排水施設や排水資機

材の効率的・効果的な活用による早期の社会機能回復が求め

られる。 

T 

● 樋門操作員（樋門水位観測員）の高齢化等で人員が不足する

傾向のため操作遅れ等が懸念される。 U 

● ポンプ・資機材等の非常時の相互支援方法が十分確認されて

いないことが懸念される。 V 

既存ダム・遊水地における

洪水調節の現状 

○ ダム流域内総雨量とダム流入量が基準に達した場合、洪水警戒体制

に入り、ダム下流の関係機関に対して「洪水警戒体制」を通知してい

る。（札幌開建、札幌建管） 

○ 洪水吐からの放流前にダム下流において、警報局のサイレン及び警

報車による巡回を行っている。(札幌開建、札幌建管) 

○ 遊水地への洪水流入時は、関係機関に対して「洪水警戒体制」を通知

するとともに、周辺住民に対して河川情報表示板やスピーカーで周

知を実施している。（札幌開建、札幌建管） 
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⑤ 河川管理施設の整備に関する事項          

項目 現状と課題 

堤防等河川管理施

設の現状の整備状

況及び今後の整備

内容 

○ 堤防の必要な断面が確保されていない区間の堤防整備や、河道断面が不足してい

る区間の河道掘削、それらの河川流域で流域貯留施設整備を実施している。(札幌

開建、札幌建管、旭川建管、札幌市) 

○ 洪水時の河川水位を低減するための遊水地や、下流域の洪水被害軽減のためのダ

ムの整備を実施している。(札幌開建、札幌建管)  

○ 迅速な水防活動や災害時の緊急復旧活動のための水防拠点等の整備を実施してい

る。（札幌開建、札幌建管、旭川建管） 

○ 堤防決壊までの時間を少しでも引き延ばすための危機管理型の河川整備を実施し

ている。（札幌開建、札幌建管、旭川建管） 

● 河道断面の不足及び計画断面に対して高さや幅が不足している区間が

あり、洪水により氾濫する恐れがある。 

● 急流河川であり、洪水時はエネルギーの大きな高速流による河岸浸食等

の被害が生じやすい。（豊平川） 

● 流域に低平地が広がり、洪水時には石狩川本川の高い水位の影響を長時

間受けるため、内外水の氾濫により、広範囲かつ長時間にわたる浸水被

害の発生が懸念される。（千歳川） 

● 河川と並行して市町村を結ぶ JR や国道などの主要交通網があり、浸水

による交通の分断や集落の孤立化のおそれがある。（雨竜川、空知川） 

W 
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５．減災のための目標 

 円滑かつ迅速確実な避難や的確な水防活動の実施、及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水等

の対策を実施するため、各構成員が連携して国管理河川では令和２７年度、北海道・札幌

市管理河川は令和３年度までに達成すべき減災目標は、以下のとおりとした。 

 

 【５年間で達成すべき目標】 

 広域かつ長期の氾濫に備え、また都市機能の被害を軽減するために、流域タイムラ

イン等のソフト対策により、「大規模氾濫に備えた迅速・確実な避難」「北海道の中枢

を担う石狩川下流域外の社会経済被害の最小化」を目指す 

 

 

 【目標達成に向けた４本柱】 

 石狩川下流域外において水災害防止を目的として河川管理者が実施する堤防整備等

の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施。 

(１) 大規模な洪水氾濫に対して、広域的な連携を含む円滑かつ確実な避難行動のため

の取組 

(２) 多数の箇所での長期間の活動に備える社会経済被害軽減のための的確な水防活動

に関する取組 

(３) 広域かつ長期の浸水被害に対する社会経済活動の早期復旧のための取組 

(４) 高度に発達した市街地や地下空間への浸水等から、人命を守り被害を軽減するた

めの迅速な避難や早期復旧に向けた取組 
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６．概ね５年で実施する取組 

 氾濫が発生することを前提として、社会全体で、常にこれに備える「水防災意識社

会」を再構築することを目的に、各構成員が取り組む主な内容は次のとおりである。 

 

１）ハード対策の主な取組 

堤防整備等が途上であり、洪水により氾濫するおそれがある。また、高齢者等に配

慮した、避難行動のための確実な情報伝達に資するツールが不足している。以上を踏

まえたハード対策における主な取組項目・目標時期・取組機関は、以下のとおりであ

る。 

 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策 

 
① 堤防整備 W 継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

②    河道掘削・河道内伐木 W 継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

札幌市 

江別市 

③ 流域貯留施設整備 W 継続 札幌市 

④ 遊水地整備 W 継続 札幌開発建設部 

⑤ 幾春別川ダムの早期完成 W 継続 札幌開発建設部 

■大規模水害による壊滅的な被害を軽減する対策 

 ① 各河川での危機管理型ハード対策

の実施（堤防天端の保護、堤防法尻

の補強） 

W 
平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 完了 

2 建設管理部 

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備 

 ① 住民の避難行動を促し、迅速な水防

活動を支援するため、スマートフォ

ンを活用したリアルタイム情報を

提供するためのシステム構築 

J,K 
平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

② 洪水予報等をプッシュ型で情報発

信するためのシステム構築 
J,K 

平成 29 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

③ 防災行政無線の改良や防災ラジオ

等の活用検討 
J,K,P 

平成 28 年度～ 

継続 

7 市町 完了 

17 29 市町村 
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④ 水害リスクが高い箇所に対して、洪

水時の避難勧告等の発令判断に活

用する水位計の整備 

C 
平成 28 年度～ 

完了 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備 

 

⑤ 迅速な水防活動を支援するための

水防資機材の整備 
R 継続 

札幌開発建設部 

3 振興局 

2 建設管理部 

2 市 完了 

37 35 市町村 

⑥ 水防活動等の迅速化、水害対策に活

用出来るハードの整備 
S,W 

平成 29 年度～ 

継続 

今後予定（市町村） 

1 市 完了 

36 市町村 

 

２）ソフト対策の主な取組 

各参加機関が実施するソフト対策のうち、主な取組項目・目標時期・取組機関につ

いては、以下のとおりである。 

 

① 大規模な洪水氾濫に対して、広域的な連携を含む円滑かつ確実な避難行動のた

めの取組 

石狩川下流域は、低平地を流れる本川や合流する支川では高い河川水位が長時間

に及ぶことから氾濫の危険性が高く、さらに広範囲かつ数多くの箇所で同時に発生

する可能性があることから、近隣市町村との広域避難などの連携が求められる。ま

た、災害時要配慮者利用施設も含め、広範囲の浸水が想定されることから、早期か

つ確実な情報提供が求められる。さらに昭和 56 年洪水から 35 年が経過し、水害に

ついての意識の薄れから防災情報や水害リスクについての認識不足が懸念される。

これらを踏まえて、想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図の作成や流域タ

イムラインの作成など、流域の減災を図るソフト対策の主な取組は以下のとおり実

施する。 

なお、平成 28 年の台風被害を踏まえ、空知川の南富良野町幾寅地区において、未

指定区間における水位周知河川等への指定、浸水想定区域図の公表、避難勧告等の

発令に着目したタイムラインの作成など、住民の避難を促すためのソフト対策を進

める。 
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主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■情報伝達、避難計画等に関する事項 

 ① 避難勧告等の発令に着目したタイ

ムラインの作成 

C 
平成 27 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 完了 

2 札幌建設管理部 

旭川建設管理部 完了 

空知総合振興局 

22 市町 完了 

37 15 市町村 

② 洪水が広範囲に及ぶ想定最大規模

の洪水等を考慮した流域タイムラ

インを作成し、市町村の境界を越

えた広域避難の計画や情報伝達に

ついて検討 

C 
平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

北海道電力 

北海道警察 

2 市町 完了 

37 35 市町村 

③ 自治体との事前協議も含めた分か

りやすい洪水予報伝達文への改良 
C,K 

平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

札幌建設管理部 

④ 水位周知河川等に未指定の区間に

ついて、指定等を実施 
D 

平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

⑤ 流域タイムラインを用いた洪水時

の市町村機能を確保する対策（災

対本部の移設等）の検討 

F,H 
平成 28 年度～ 

継続 

5 市町 完了 

37 32 市町村 

⑥ 円滑に避難行動を実施するための

避難計画の作成 
N 継続 3 37 市町村 

⑦ 情報伝達手段の多重化としてのコ

ミュニティーFM 放送等との連携の

検討 

J,K,L 継続 

札幌開発建設部 

2 市町 完了 

22 35 市町村 
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主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 

 ① 想定最大規模の洪水に係る浸水想

定区域図等の作成と周知 
D 

平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

② 想定最大規模の洪水に係る浸水想

定区域図に基づいたハザードマッ

プの改良と周知 
D,E,F,G,I 

平成 29 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

札幌管区気象台 

20 市町村 完了 

17 市町村 

③ 想定最大規模の洪水に係る浸水想

定区域図に基づいたまるごとまち

ごとハザードマップの改良と周知 

D,E,F,G,I 
平成 29 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

1 町 完了 

13 32 市町村 

④ 水害リスクが高い箇所について、

水防団、自治会等との共同点検を

実施 

D,Q 継続 
札幌開発建設部 

37 市町村 

⑤ 警報・注意報発表時の「危険度を色

分けした時系列」や「警報級の現象

になる可能性」の情報提供 

B,K 
～平成 29 年度 

完了 
2 気象台 

⑥ 市民等を対象とした防災教育の実

施、防災意識の啓発 
A,D,E 継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

北海道警察 

37 市町村 

⑦ 自治体首長が参加する水防災訓練

を実施し、その実施結果を踏まえた

流域タイムライン等の見直し・修正 

C,O 
平成 28 年度～ 

継続 

1 町 完了 

37 36 市町村 

⑧ 全ての流域市町村の職員を対象と

した「豪雨災害対策研修」の継続実

施 

A,O 継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

37 市町村 

⑨ 住民の水防意識啓発のため、S56 洪

水等の広報の充実 
A 

平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

3 振興局 

37 市町村 

 

⑩ ダム警戒体制に関する地元関係者

への周知 
K 継続 

札幌開発建設部 

札幌建設管理部 

北海道電力 

21 26 市町 
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② 多数の箇所での長期間の活動に備える社会経済被害軽減のための的確な水防活

動に関する取組   

堤防の整備が遅れている箇所も多く、広範囲かつ堤防延長も非常に長いため、多

地点での水防活動を想定する必要があることから、的確な水防活動に資する水防団

との連携強化や、人員・資機材の充実のための取組として、以下のとおり実施す

る。 

 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 

 

① 市町村向け川の防災情報による河

川水位や排水ポンプ場情報の共有 
P 継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

37 市町村 

② 水防団等との共同点検等の実施及

び重要水防箇所の精査・見直し 
Q 継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

1 町 完了 

34 36 市町村 

③ 想定最大規模の洪水に係る浸水想

定区域図に基づいた水防計画の見

直し 

D 
平成 28 年度～ 

継続 

5 市町 完了 

35 32 市町村 

④ 流域タイムラインを活用した水防

団等への連絡体制の再確認と伝達

訓練の実施や多様な主体による水

防活動の検討 

C,S 継続 
3 市 完了 

37 34 市町村 

⑤ 水防団・自主防災組織・消防署等の

関係機関が連携した水防訓練の実

施 
S 継続 

札幌開発建設部 

2 建設管理部 

北海道警察 

36 37 市町村 

 ⑥ 広報や勧誘などの活動による水防

団員数の確保 
M 継続 23 37 市町村 

  

25



 

- 21 - 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組 

 ① 流域タイムラインを活用した要配

慮者利用施設と連携した情報伝達

訓練や避難訓練の検討及び要配慮

者利用施設における避難確保計画

の作成に向けた支援の検討 

N 継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

北海道警察 

1 町 完了 

37 36 市町村 

 
② 要配慮者利用施設、大規模工場等

への浸水リスクの説明と水害対策

等の啓発活動 

N 
平成 29 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

13 37 市町 

 

③ 高齢者の避難行動の理解推進に向

けた取り組みの推進 
N 新規 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

37 市町村 

 

④ 要配慮者利用施設における避難確

保計画作成・訓練の実施 
N 新規 

札幌開発建設部 

2 気象台 

3 振興局 

37 市町村 
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   ③ 広域かつ長期の浸水被害に対する社会経済活動の早期復旧のための取組 

社会経済活動の早期再開、国道等の途絶による影響の最小化に資するべく、排水

活動の強化や緊急的な災害復旧工事の強化について、以下のとおり実施する。 

 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■排水活動の強化に関する取組 

 ① 市町村向け川の防災情報による排

水ポンプ場情報の共有 
P 継続 

札幌開発建設部 

37 市町村 

② 想定最大規模の洪水を想定した排

水計画の検討 
T,U,V 

平成 29 年度～ 

継続 
札幌開発建設部 

 ③ 排水ポンプ車等による訓練の実施 U 継続 
札幌開発建設部 

24 37 市町村 

■緊急的な災害復旧工事に向けた取組強化 

 ① 堤防決壊シミュレーションによる

現地条件を考慮した効果的な災害

復旧方法の検討 

W 継続 札幌開発建設部 

② 堤防決壊シミュレーションにおけ

る堤防天端を活用した緊急輸送路

の活用検討 

W 継続 札幌開発建設部 
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    ④ 高度に発達した市街地や地下空間への浸水等から、人命を守り被害を軽減するた 

  めの迅速な避難や早期復旧に向けた取組 

豊平川が氾濫した場合には、氾濫水は短時間で市街部や広大な地下空間に及ぶた

め、都市機能への影響が非常に大きいことから、以下のとおり検討を実施する。 

 

主な取組項目 
課題の  

対応 
目標時期 取組機関 

■市街地や地下空間への浸水からの迅速な避難や早期復旧に関する取組 

 ① 関係機関による内水による浸水想

定区域図の検討 
D 

平成 28 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

札幌市 

② 地下街における避難確保・浸水防止

計画が未作成・未実施の所有者（管

理者）への作成に向けた取組み 

D 継続 札幌市 

③ 流域タイムラインを活用した市街

地や地下空間における事前の防災

行動に向けた関係機関との調整及

び検討の実施 

― 
平成 29 年度～ 

継続 

札幌開発建設部 

札幌管区気象台 

石狩振興局 

札幌市 
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７．フォローアップ 

 

今後、想定最大規模の洪水に対する取組方針について、改めて検討を行い、取組方針の見

直しを実施する。 

 

石狩川下流域については、最大の支川である空知川の流域面積は 2,618km2 に及ぶ等、主

要支川の流域面積は他の１級水系に相当し、本川及び主要支川毎に流域自治体の人口構成、

土地利用、及び氾濫特性が異なる。 

 

代表的なものを示すと、例えば道都札幌市を貫流する豊平川においては、急流河川ゆえに

洪水時には高速流の発生が懸念されており、河岸浸食による被害を最小化するための水防活

動の強化や、堤防上の幹線道路の安全確保について、道路管理者との連携を図ることが必要

である。また、札幌市の中心市街地が豊平川扇状地に広がっていることから、高速の氾濫流

が、広い地下空間を有する高度に発達した市街地へ流入するおそれがある。国内外からの多

数の観光客の来訪も考慮した、安全確保に向けた取組が不可欠である。 

 

また、広大な低平地に市街地と農業地帯を有する石狩川本川においては、洪水時には高い

水位が長時間に及ぶことから、また支川の千歳川においては河床勾配が緩く、洪水時に石狩

川本川の高い水位の影響を、他に例が無い約 40Km の長い区間にわたり長時間受ける特性を

持つことから、内外水の氾濫により、広範囲かつ長時間にわたる浸水被害の発生が懸念され

る。 

上流での水位及び自治体の対応を住民の避難行動に繋げる取組や、行政機能を喪失する程

の広範囲に及ぶ浸水に備えた住民への情報伝達方法の検討、また隣接市町村も対象とした避

難場所・避難経路の見直しが必要である。加えて、効率的な排水活動による資するための排

水系統・排水施設情報の共有および、排水資機材の配置を含めた排水計画の作成も有効であ

る。 

 

さらに、支川の空知川、雨竜川及び幾春別川の中上流部では、山に挟まれた谷底平地に集

落が分散して位置しており、大規模氾濫によりその大半が浸水した場合は、近傍で利用可能

な避難経路及び避難所施設が限定されるおそれがある。加えて、幹線道路の浸水に伴い集落

が孤立し、社会経済活動の早期復旧が妨げられる懸念がある。近年は、高齢者も多くなって

いることから、確実な避難行動を促すための分かりやすい情報提供等が必要である。 

 

以上のように、大規模氾濫時に想定される課題や、重点的に推進すべき取組内容も地域単

位で異なると想定されることから、主要支川毎に設置した各部会を毎年出水期前に開催し、

取組の進捗状況の確認と、必要に応じて取組方針の見直しを行うこととする。また、実施し

た取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図るなど、継続的なフォローアップを行うこ

ととする。 
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改訂履歴 

 

策定・改訂日 内容の概要 

平成 28年 11 月 4 日 

 

取組方針の策定 

平成 30年 2 月 19 日 

 

水防法の一部改正を踏まえた組織構成等の見直し（法定協議会として

位置付け）に伴う変更 

平成 30年 4 月 1日 

 

取組機関の更新 

令和 2 年 3 月 19 日 

 

改元に伴う変更 

 

令和 3 年 ●月●日 

 

5 年間完了に伴う取組内容の見直し 

 

30



２．減災にかかわる関係機関の取組状況

（関係機関及び市町村）

31
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概ね5年で実施する取組　　（夕張川上流地域部会） 2020年11月更新
赤字：今年度（4月）更新
青字：今年度（11月）更新

該当無し － 未実施：今後取組予定（検討中）

業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期

1・ハード対策の主な取組

1)洪水氾濫を未然に防
ぐ対策

①
～
⑤

堤防整備、河道掘削、河道
内伐木、流域貯留施設整
備、遊水地整備、幾春別川
ダムの早期完成等

W

・堤防整備、河道掘削及
び河道内伐木を実施
・雨竜川ダム再生事業の
調査検討

継続
・堤防整備、河道掘削およ
び河道内伐木を実施

継続

2)大規模水害による壊
滅的な被害を軽減する
対策

①

 各河川での危機管理型
ハード対策の実施（堤防天
端の保護、堤防法尻の補
強）

W

・堤防決壊までの時間を
少しでも引き延ばすため
の危機管理型ハード対策
（天端保護工）を継続

H28→
R2 予定

・堤防決壊までの時間を
少しでも引き延ばすため
の危機管理型ハード対策
（天端保護工）を継続

H29→R3
予定

①

住民の避難行動を促し、迅
速な水防活動を支援するた
め、スマートフォンを活用し
たリアルタイム情報を提供
するためのシステム構築

J、K

・川の防災情報、河川リア
ルタイム情報のスマート
フォンによる利用
・水害リスクラインのＨＰ公
開
（R2出水期までに）

H28→
R2 予定

・スマートフォン等で閲覧できる
今後の雨の予報を、これまでの
6時間先から15時間先までに延
長するよう改善を実施（H30.６）
・洪水害発生の危険度の高まり
等を地図上に表示する「危険度
分布」を、スマートフォン等の位
置情報機能を活用し、自分のい
る場所の「危険度分布」をワン
タッチで表示できるよう改善を実
施（H30.８）
・台風の接近等による大雨等に
より顕著な災害の発生が想定さ
れる、あるいは既に発生してい
る際に、気象庁が持つ危機感を
より効果的に伝えるために、気
象庁防災情報Twitterアカウント
を新たに開設し運用を開始（R
１.10)
・より多くの方に気象庁の危機
感を伝えるため、YouTubeを利
用した「緊急記者会見」のライブ
中継を開始（R２.３)

Ｈ30→継
続
Ｒ１→継
続
Ｒ２→継
続

②
洪水予報等をプッシュ型で
情報発信するためのシステ
ム構築

J、K

・緊急速報メールを活用し
た洪水情報のプッシュ型
配信の実施。
（警戒レベルほか配信文
を更新：Ｒ１）

H29→
R1

・「危険度分布」における危険
度の高まりをプッシュ型で通
知するサービスを、気象庁の
協力の下で民間の協力事業
者が開始。通知サービスで
は、ユーザーが登録した地域
における危険度の変化に気
付くことができるように、ス
マートフォンのアプリやメール
等でお知らせする。（R１.7）

Ｒ１→継
続

③
 防災行政無線の改良や防
災ラジオ等の活用検討

J、K、
P

（情報弱者等への）防災ラ
ジオの配布

R4 － － － －

④

水害リスクが高い箇所に対
して、洪水時の避難勧告等
の発令判断に活用する水位
計の整備

C

・既存簡易水位計の活用
の他、危機管理型水位計
の整備を実施
・簡易型河川監視カメラを
危険個所に整備

H28→
R1

・危機管理型水位計の整
備を実施
・簡易型河川監視カメラを
危険個所に整備 予定

H29→R2
 予定

⑤
 迅速な水防活動を支援す
るための水防資機材の整備

R
・水防資機材の整備、備
蓄状況の情報共有

継続
・水防資機材・水防拠点
の整備

継続 ・水防資機材の整備 継続
・迅速な水防活動を実施
するため、水防資機材の
整備

継続
・迅速な水防活動を実施
するため、水防資機材の
整備

継続

・市、消防団と水防資機材
の備蓄及び新規・更新状
況の情報共有
2年計画で8消防分団詰所
に土のう用砂4㎥を配置

継続

⑥
水防活動等の迅速化、水害
対策に活用出来るハードの
整備

S,W － － － － － －

2・ソフト対策の主な取組

（1）大規模な洪水氾濫に対して、広域的な連携を含む円滑かつ確実な避難行動のための取組 

①
避難勧告等の発令に着目し
たタイムラインの作成

C

・関係市町村に該当する
主要な河川を含めた避難
勧告着目型タイムライン
の更新

H28→
継続

・H29年6月までに32市町村で
各1河川で作成した避難勧告
着目型タイムラインの作成に
あたり技術的支援を実施。
・避難勧告着目型タイムライン
について、内閣府の「避難勧
告に関するガイドライン」改正
に沿った形で改良を行うため
の協力を行った。

Ｈ28→
Ｒ１

・避難勧告着目型タイムラ
イン改良版の作成
・改良版に関する説明会
を開催（R1.9.9)

H29→R２
予定

・道管理河川における避
難勧告着目型タイムライ
ン作成に係る説明会を実
施（Ｒ01.9.9）

Ｒ１
・避難勧告等の発令に着
目したタイムラインの作成

Ｈ２８→Ｈ
２９

・避難勧告等の発令に着
目したタイムラインの作成

Ｈ２８→Ｒ
２

・夕張市避難勧告等判
断・伝達マニュアルを改定 R2以降

3)避難行動、水防活
動、排水活動に資する
基盤等の整備

空知総合振興局 北海道警察 栗山町 由仁町 夕張市
項目

課題の
対応

札幌開発建設部 札幌管区気象台 札幌建設管理部
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概ね5年で実施する取組　　（夕張川上流地域部会） 2020年11月更新
赤字：今年度（4月）更新
青字：今年度（11月）更新

該当無し － 未実施：今後取組予定（検討中）

業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期

空知総合振興局 北海道警察 栗山町 由仁町 夕張市
項目

課題の
対応

札幌開発建設部 札幌管区気象台 札幌建設管理部

②

洪水が広範囲に及ぶ想定
最大規模の洪水等を考慮し
た流域タイムラインを作成
し、隣接した市町村の境界
を越えた広域避難の計画や
情報伝達について検討

C

・河川管理者タイムライン
を策定、更新。（本部R1策
定、事務所H30～運用）今
後、構成機関と連携を図
り、広域避難、情報伝達な
どについて調整。

H29→
R3以降

・情報伝達、避難計画及び近
隣市町との広域避難や連携
に関する流域タイムラインの
条件設定にあたり事務局と調
整を実施。

Ｈ29→
Ｒ3以降

・今後、広域避難について
関係機関と連携し対応し
ていく。

継続
実行ある避難対策につい
て、関係機関とともに検討

継続

・想定最大規模の洪水等
をハザードとした、情報伝
達、避難計画及び近隣市
町との広域避難や連携に
関する流域タイムラインの
作成

R2以降

・情報伝達、避難計画及
び近隣市町との広域避難
や連携に関する流域タイ
ムラインの作成への参画

Ｒ１→Ｒ３
以降

・関係機関と連携し対応 R2以降

③
自治体との事前協議も含め
た分かりやすい洪水予報伝
達文への改良

C、K

・避難の切迫性が市町村
や住民に伝わりやすい洪
水予報伝達文へ改良
（H28）
警戒レベルの追記 （R1）

H28→
R1

・避難の切迫性が市町村や住
民に伝わりやすい洪水予報
伝達文へ改良（Ｈ２８）
・警戒レベルの追記 （Ｒ１）
・大雨特別警報の警報等への
切り替えに合わせ、洪水予報
（臨時）を発表（Ｒ２）

Ｈ28→
Ｒ２

④
水位周知河川等に未指定
の区間について、指定等を
実施

Ｄ

H29.3に空知川幾寅地区
を水位周知河川へ指定。
引き続き未指定区間の指
定等を検討予定。

H28→
R3以降

・水位周知河川の追加指
定について検討中
・水位周知河川の未指定
の河川において簡易な方
法も活用して氾濫危険区
域図及び河川水位等の情
報を各自治体へ提供済

H29→R3
以降

⑤

流域タイムラインを用いた
洪水時の市町村機能を確
保する対策（災対本部の移
設等）の検討

F、H

・流域タイムラインを用い
た洪水時の市町村機能を
確保する対策（災対本部
の移設等）の検討

R3以降

・流域タイムラインを用い
た洪水時の市町村機能を
確保する対策（災対本部
の移設等）の検討

Ｈ２８→Ｒ
２

・流域タイムラインを用い
た洪水時の市町村機能を
確保する対策（災対本部
の移設等）の検討

R1→R3
以降

⑥
円滑に避難行動を実施する
ための避難計画の作成

Ｎ

・要配慮者の個別避難計
画（モデルケース）作成に
係る会議に参加（Ｒ
01.5.25、6.25、11/12）

継続

・避難行動要支援者個別
計画の作成
・福祉施設等における洪
水時の避難確保計画策
定の助言等の対応
・避難所マニュアルの作
成

・R2以降
・R2以降
・R2→R2

避難所マニュアル等の作
成

継続

・避難所マニュアル作成
・福祉避難所の増設を検
討

R2以降

⑦
情報伝達手段の多重化とし
てのコミュニティーFM放送
等との連携の検討

J、K、
L

・メディア連携協議会によ
り、ハザードリスク情報の
共有取組の検討（開発
局）

R1→
R3以降

・H29年度にJアラートを公
共施設等13箇所の館内
放送設備に接続し情報伝
達手段を整備。
・H30年度にJアラートの新
型受信機を設置
・R3年度よりコミュニティ
FMを整備予定。

H29→
R4

・H30年度にJアラートの新
型受信機を設置

Ｈ30→Ｈ
30

・Jアラート全国一斉情報
伝達試験の実施。小中学
校の屋外スピーカーに接
続し伝達
・H30年度にJアラートの新
型受信機を更新

継続

①
想定最大規模の洪水に係
る浸水想定区域図等の作
成と周知

D

・H29年4月までに想定最
大規模の洪水に係る浸水
想定区域図等の作成と各
自治体への周知、ＨＰ公
開が完了

Ｈ28→
Ｈ29

・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図等の
作成と各自治体への周知
及びHPの公開

H29→R3
以降

②

想定最大規模の洪水に係
る浸水想定区域図に基づい
たハザードマップの改良と
周知

D、E、
F、G、

I

・ハザードマップ改良に向
けた技術的な支援を実
施。

Ｈ28→
Ｈ29

・気象庁HPの洪水警報の危
険度分布に洪水想定浸水区
域を重ね合わせて表示できる
よう改善
（Ｒ１.12）

Ｒ１→継
続

・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップの
改良と周知

H30→
R2以降

・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップの
改良と周知

Ｒ１→Ｒ２

・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいたハザードマップの
更新予定

R4以降

③

想定最大規模の洪水に係
る浸水想定区域図に基づい
たまるごとまちごとハザード
マップの改良と周知

D、E、
F、G、

I

・まるごとまちごとハザー
ドマップの改良と周知の支
援

Ｈ30→
Ｒ3以降

④
水害リスクが高い箇所につ
いて、水防団、自治会等と
の共同点検を実施

D、Q
・平常時に自治体と共に
水防団、自治会等と共同
点検を実施

継続
・平常時に札幌開発建設
部、消防署、関係部署と
共同点検を実施

継続
・水害リスクが高い箇所の
共同点検

継続
平常時に消防団、自治会
と情報共有

継続

⑤

警報・注意報発表時の「危
険度を色分けした時系列」
や「警報級の現象になる可
能性」の情報提供

B、K
平成29年5月17日から気象庁
ホームページで提供開始。

Ｈ29→
Ｈ29

⑥
市民等を対象とした防災教
育の実施、防災意識の啓発

A、D、E

・小学生を中心とした防災
教育を引き続き実施予定
・出前講座を通じた防災
教育

継続

・小学校や中学校における学
校防災教育や、自治体防災
訓練に展示ブースを設置して
防災情報の解説を実施。今後
も継続して実施予定。
・地方公共団体、地域防災
リーダー及び市民を対象に、
中小河川の氾濫を想定した
ワークショップを実施。今後も
継続して実施予定（R1）
・eラーニング「大雨のときにど
う逃げる？」を気象庁HPで提
供開始（R２.５）

継続
R１→継
続
R２→継
続

・地域の要望等を踏まえ
ながら関係機関と共に取
り組んで行く。
・地域防災マスター認定
研修実施（R1.8.18及び25)

継続

災害警備訓練への住民
参加や各種広報活動を通
じ、地域の災害対処能力
を高める取組を実施

継続
・町内会等における防災
学習会（出前講座）の実
施

継続
・防災教育の実施
・防災訓練において水防
訓練を実施

継続

・児童及びPTAを対象とし
た防災講話
・町内会、企業などを対象
とした防災講話

継続

2)平時からの住民等へ
の周知・教育・訓練に関
する事項

1)情報伝達、避難計画
等に関する事項
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概ね5年で実施する取組　　（夕張川上流地域部会） 2020年11月更新
赤字：今年度（4月）更新
青字：今年度（11月）更新

該当無し － 未実施：今後取組予定（検討中）

業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期 業務内容 時期

空知総合振興局 北海道警察 栗山町 由仁町 夕張市
項目

課題の
対応

札幌開発建設部 札幌管区気象台 札幌建設管理部

⑦

自治体首長が参加する水
防災訓練を実施し、その実
施結果を踏まえた流域タイ
ムライン等の見直し・修正

C、O

・自治体首長が参加する
水防災訓練を実施し、そ
の実施結果を踏まえた流
域タイムライン等の見直
し・修正

R2以降

・自治体首長が参加する
水防災訓練を実施し、そ
の実施結果を踏まえた流
域タイムライン等の見直
し・修正

Ｒ１→Ｒ３

・消防団（水防団）自治体
職員による水防訓練・住
民避難訓練実施を踏まえ
た流域タイムラインの作成

継続

⑧
全ての流域市町村の職員を
対象とした「豪雨災害対策
研修」の継続実施

A,、O
・全ての流域市町村の職
員を対象とした「豪雨災害
対策研修」の継続実施

継続
・全ての流域市町村の職員を
対象とした「豪雨災害対策研
修」の継続実施

継続
・石狩川流域圏会議によ
る豪雨災害対策職員研修
のサポートを実施。

継続
・全ての流域市町村の職
員を対象とした「豪雨災害
対策研修」などへの派遣

継続
・全ての流域市町村の職
員を対象とした「豪雨災害
対策研修」の継続実施

継続
・防災研修会等に職員を
派遣

継続

⑨
住民の水防意識啓発のた
め、S56洪水等の広報の充
実

A
・ＨＰに洪水に関する広報
掲載。

継続

関係機関と協力して対応
する。
ＨＰに５６災害時の数値的
記録を掲載。

継続
・住民の水防意識啓発の
ため、S56洪水等の広報
の充実

継続
・住民の水防意識啓発の
ため、S56洪水等の広報
の充実

継続
・住民の水防意識啓発の
ため、S56洪水等の広報
の充実

R2以降

⑩
ダム警戒体制に関する地元
関係者への周知

K

・ダムからの初期放流時
は警報装置の吹鳴、警報
車による河川パトロール。
地元地域へ放流開始、洪
水等に通知。

継続

・ダムからの初期放流時
は警報装置の吹鳴、警報
車による河川パトロール
・地元地域へ放流開始、
洪水等に通知

継続
・ダム警戒体制に関する
地元関係者への周知

継続
・ダム警戒体制に関する
関係者への周知

継続
・ダム警戒体制に関する
関係者への周知

継続

（2）多数の箇所での長期間の活動に備える社会経済被害軽減のための的確な水防活動に関する取組    

①
市町村向け川の防災情報
による河川水位や排水ポン
プ場情報の共有

P
・市町村向け川の防災情
報による内水や外水情報
の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水や外水情報
の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水や外水情報
の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水や外水情報
の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水や外水情報
の共有

継続

②
水防団等との共同点検等の
実施及び重要水防箇所の
精査・見直し

Q
・水防団等との共同点検
等の実施及び重要水防箇
所の精査・見直し

継続
・重要水防箇所の精査・
見直し

継続
・平常時に札幌開発建設
部、消防署、関係部署と
共同点検を実施

継続
・水害リスクが高い箇所の
共同点検

継続
・防災研修、訓練等にお
いて消防団と情報共有

継続

③
想定最大規模の洪水に係
る浸水想定区域図に基づい
た水防計画の見直し

D
・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいた水防計画の見直し

R2以降
・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいた水防計画の見直し

Ｒ１→Ｒ３
以降

・想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に基
づいた水防計画の見直し
予定

R2以降

④

流域タイムラインを活用した
水防団等への連絡体制の
再確認と伝達訓練の実施や
多様な主体による水防活動
の検討

C、S

・流域タイムラインを活用
した水防団等への連絡体
制の再確認と伝達訓練の
実施

R3以降

・流域タイムラインを活用
した水防団等への連絡体
制の再確認と伝達訓練の
実施

Ｈ３０→Ｒ
３

・水防団等への連絡体制
の確立と伝達訓練の実施

R2

⑤
水防団・自主防災組織・消
防署等の関係機関が連携し
た水防訓練の実施

S
・関係機関と連携した水防
訓練及び水防技術講習会
の実施

継続
・関係機関と連携した水防
訓練の実施

継続
水防訓練への参加を通じ
た対処能力の向上と関係
機関との連携

継続

・自衛隊・水防団・消防署
等の関係機関が連携した
水防訓練の実施（総合防
災訓練）

継続

・水防団・自主防災組織・
消防署等の関係機関が
連携した水防訓練の実施
（総合防災訓練）

継続
・消防団（水防団）自治体
職員による水防訓練・住
民避難訓練実施

継続

⑥
広報や勧誘などの活動によ
る水防団員数の確保

M
・消防団による勧誘活動
の実施

継続 － － － －

①

流域タイムラインを活用した
要配慮者利用施設と連携し
た情報伝達訓練や避難訓
練の検討及び要配慮者利
用施設における避難確保計
画の作成に向けた支援の
検討

N

・要配慮者利用施設にお
ける避難計画、学校にお
ける避難確保計画の作成
に関わる情報提供

Ｈ29→
Ｒ3以降

要配慮者利用施設の管
理者と連携し、図上訓練
や実動の避難訓練等を通
じて災害対処能力を高め
る取組を実施

継続
・配慮者利用施設と連携
した情報伝達訓練や避難
訓練の実施

R3以降
・配慮者利用施設・関係
各課と連携した情報伝達
訓練や避難訓練の検討

Ｈ３０→Ｒ
３

・配慮者利用施設・関係
各課と連携した情報伝達
訓練や避難訓練の検討

R2以降

②
要配慮者利用施設、大規模
工場等への浸水リスクの説
明と水害対策等の啓発活動

N
・浸水リスクの説明、水害
対策等の啓発活動の継
続

Ｈ28→
Ｒ3以降

・H29.3に札建と振興局主
催による説明会を実施。
・機会を捉えて必要な説
明を継続実施。

継続

・要配慮者利用施設、大
規模工場等への浸水リス
クの説明と水害対策等の
啓発活動

R2以降

・要配慮者利用施設、大
規模工場等への浸水リス
クの説明と水害対策等の
啓発活動

Ｒ１→Ｒ３
以降

・自衛消防訓練時に、浸
水リスクを説明し、水害対
策等の啓発活動を実施。

継続

（3）広域かつ長期の浸水被害に対する社会経済活動の早期復旧のための取組  

①
市町村向け川の防災情報
による排水ポンプ場情報の
共有

P
・市町村向け川の防災情
報による排水ポンプ場情
報の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水情報の共有

R2以降
・市町村向け川の防災情
報による内水情報の共有

継続
・市町村向け川の防災情
報による内水情報の共有

継続

②
想定最大規模の洪水を想
定した排水計画の検討

T、U、
V

・石狩川流域における想
定最大規模の洪水を想定
した排水計画の検討

Ｈ30→
Ｒ3以降

③
排水ポンプ車等による訓練
の実施

U
・排水ポンプ車等による訓
練の実施

継続 － － － － － －

①

堤防決壊シミュレーションに
よる現地条件を考慮した効
果的な災害復旧方法の検
討

W

・堤防決壊シミュレーショ
ンによる現地条件を考慮
した効果的な災害復旧方
法の検討

継続

②
堤防決壊シミュレーションに
おける堤防天端を活用した
緊急輸送路の活用検討

W

・堤防決壊シミュレーショ
ンにおける堤防天端を活
用した緊急輸送路の活用
検討

継続

1)排水活動の強化に関
する取組

2)緊急的な災害復旧工
事に向けた取組強化

1)水防活動の効率化及
び水防体制の強化に関
する取組

2)要配慮者利用施設や
大規模工場等の自衛水
防の推進に関する取組

337
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減
災
に
か
か
わ
る
取
組
状
況

札
幌
管
区
気
象
台
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y
●
eラ
ー
ニ
ン
グ
「大
雨
の
とき
に
どう
逃
げ
る
？
」を
気
象
庁
H
Pで
提
供
開
始
（
R２

.５
.2
8～
）

ht
tp
s:
//
w
w
w
.jm

a.
go
.jp

/j
m
a/
ki
sh
ou

/k
no

w
/j
m
a-
el
/d
ou

ni
ge
ru
.h
tm

l
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北
海
道
の
取
組
に
つ
い
て

石
狩
川
下
流
域
外
減
災
対
策
協
議
会

【
夕
張
川
上
流
地
域
部
会
（
第
６
回
）
】

北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
札
幌
建
設
管
理
部
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R２
年
度
北
海
道
の
取
組
の
概
要

1

項
目

取
組
内
容

1.
ハ
ー
ド
対
策

洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ

堤
防
整
備
の
実
施

河
道
掘
削
の
実
施

樹
木
伐
採
の
実
施

大
規
模
水
害
に
よ
る

壊
滅
的
な
被
害
を
軽
減
す
る
対
策

堤
防
天
端
保
護
工
の
実
施

避
難
行
動
、
水
防
活
動
、
排
水
活
動
に

関
す
る
基
盤
等
の
整
備

危
機
管
理
型
水
位
計
の
整
備

簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
整
備

2.
ソ
フ
ト
対
策

情
報
伝
達
、
避
難
計
画

水
位
周
知
河
川
の
追
加

3.
情
報
提
供

効
果
促
進
事
業
の
活
用
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・
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
、
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

・
堤
防
整
備
、
河
道
掘
削
等
の
対
策
を
継
続
し
て
実
施

・
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
軽
減
す
る
対
策
（
堤
防
天
端
の
保
護
）
に
つ
い
て
も
実
施

R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

1-
1.
堤
防
整
備
・
河
道
掘
削
・
河
道
内
樹
木
伐
採

阿
野
呂
川

雨
煙
別
川

由
仁
川

ヤ
リ
キ
レ
ナ
イ
川

島
松
川

南
9号
川

徳
富
川

ラ
ウ
ネ
川

雨
竜
川

利
根
別
川富
良
野
川

石
山
川

真
駒
内
川

望
月
寒
川

新
川厚
田
川

望
来
川

北
海
道
河
川
一
覧
図

堤
防
整
備
・
河
道
掘
削
等
実
施
河
川

黒
字
：
堤
防
整
備
・
河
道
掘
削
等
実
施

青
字
：
上
記
に
加
え
、
堤
防
天
端
保
護
実
施

緑
字
：
札
幌
市
事
業

：
本
部
会
の
対
象
河
川

雁
来
川

流
域
貯
留
施
設

伏
籠
川
・
望
月
寒
川

2

堤
防
整
備

河
道
掘
削

阿
野
呂
川
施
工
済
み
箇
所

堤
防
整
備

河
道
掘
削
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・
洪
水
時
の
水
位
情
報
を
拡
充
す
る
た
め
の
対
策
。
水
位
観
測
網
の
充
実
を
図
っ
て
近
隣
住
民
の
避
難
を
支
援

・
予
定
し
て
い
た
全
箇
所
で
設
置
が
完
了

R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

1-
2.
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置

河
川
名

設
置
市
町
村

設
置
状
況

雨
煙
別
川

栗
山
町

設
置
済

ポ
ン
ア
ノ
ロ
川

栗
山
町

設
置
済

ポ
ン
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川

栗
山
町

設
置
済

富
士
川

栗
山
町

設
置
済

由
仁
川

由
仁
町

設
置
済

志
幌
加
別
川

夕
張
市

設
置
済

ホ
ル
カ
ク
ル
キ
川

夕
張
市

設
置
済

遠
幌
加
別
川

夕
張
市

設
置
済

1級
河
川

国
管
理
区
間

1級
河
川

北
海
道
管
理

水
位
計
設
置
済
み

危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
対
象
河
川
（

R2
年

11
月
時
点
）

3
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R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

1-
2.
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置

・
よ
り
き
め
細
や
か
な
河
川
水
位
の
把
握

・
洪
水
時
に
特
化
し
た
低
コ
ス
ト
な
水
位
計
を
開
発
し
水
位
観
測
網
の
充
実

・
堤
防
高
や
川
幅
な
ど
か
ら
、
相
対
的
に
氾
濫
が
発
生
し
や
す
い
箇
所

・
氾
濫
に
よ
り
行
政
施
設
・
病
院
等
の
重
要
施
設
が
浸
水
す
る
可
能
性
が
高
い
箇
所

・
支
川
合
流
部
な
ど
、
既
設
水
位
計
だ
け
で
は
実
際
の
水
位
が
捉
え
に
く
い
箇
所

・
洪
水
時
に
の
み
特
化
し
た
水
位
観
測
に
よ
り
通
信
コ
ス
ト
を
縮
減

・
長
期
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
（
無
給
電
で
5
年
以
上
稼
働
）

・
省
ス
ペ
ー
ス
（
橋
梁
等
へ
容
易
に
設
置
が
可
能
）

設
置
箇
所

設
置
目
的

主
な
機
能

4
国
土
交
通
省
H
P
「
川
の
水
位
情
報
」
（
ポ
ン
ト
ネ
川
）
：
h
tt
p
s:
//
k.
ri
v
e
r.
g
o
.j
p

危
機
管
理
型
水
位
計

危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
位
置

水
位
グ
ラ
フ
（

R1
年

8月
31
日
）
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・
水
位
情
報
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
「
切
迫
感
」
を
提
供

・
予
定
し
て
い
た
全
箇
所
で
設
置
が
完
了

R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

1-
3.
簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

河
川
名

設
置
市
町
村

設
置
状
況

雨
煙
別
川

栗
山
町

設
置
済

ポ
ン
ア
ノ
ロ
川

栗
山
町

設
置
済

ポ
ン
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川

栗
山
町

設
置
済

夕
張
川

夕
張
川
/栗
山
町
/

由
仁
町

設
置
済

由
仁
川

由
仁
町

設
置
済

ヤ
リ
キ
レ
ナ
イ
川

由
仁
町

設
置
済

志
幌
加
別
川

夕
張
市

設
置
済

阿
野
呂
川

夕
張
市
/栗
山
町

設
置
済

1級
河
川

国
管
理
区
間

1級
河
川

北
海
道
管
理

5

簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
対
象
河
川
（

R2
年

11
月
時
点
）

カ
メ
ラ
設
置
済
み
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R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

1-
3.
簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

・
住
民
自
ら
が
判
断
し
て
逃
げ
る
動
機
づ
け
と
な
る
よ
う
、
危
機
感
が
伝
わ
る
情
報
が
重
要

・
水
位
情
報
と
併
せ
て
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
を
提
供

・
洪
水
に
よ
り
相
当
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
水
位
周
知
河
川

・
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
、
病
院
等
の
要
配
慮
者
利
用
施
設
が
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
河
川

・
5
分
間
隔
の
静
止
画
を
提
供

・
携
帯
電
話
の
回
線
を
使
い
デ
ー
タ
を
伝
送
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
公
開

・
夜
間
も
月
明
か
り
程
度
で
撮
影
可
能

設
置
箇
所

設
置
目
的

主
な
機
能

6
平
常
時
（
左
図
）
と
現
状
（
右
図
）
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
、
出
水
状
況
の
比
較
が
可
能

国
土
交
通
省
H
P
「
川
の
水
位
情
報
」
（
三
里
川
3
.0
K
p
）
：
h
tt
p
s:
//
k.
ri
v
e
r.
g
o
.j
p

平
常
時

出
水
時
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①
川
の
防
災
情
報

地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る

：
カ
メ
ラ
ア
イ
コ
ン

：
水
位
ア
イ
コ
ン

を
選
択

R2
年
度
の
実
施
状
況

１
．
ハ
ー
ド
対
策

水
位
計
・
カ
メ
ラ
情
報
の
閲
覧
方
法

7

②
国
土
交
通
省
H
P
「
川
の
水
位
情
報
」

：
h
tt
p
s:
//
k.
ri
ve
r.
g
o
.j
p

①
国
土
交
通
省

HP
「
川
の
防
災
情
報
」

：
ht

tp
s:/

/w
ww

.ri
ve

r.g
o.

jp

「
川
の
水
位
情
報
」
を
選
択

平
常
時

出
水
時

河
川
の
水
位
状
況
を
静
止
画
・
数
値
で

確
認

②
川
の
水
位
情
報

を
選
択

河
川
カ
メ
ラ
に
よ
る
出
水
状
況

水
位
グ
ラ
フ
及
び
観
測
値
一
覧

を
選
択

川
の
水
位
情
報

を
選
択

・
水
位
計
・
カ
メ
ラ
に
よ
る
水
位
状
況
確
認
の
操
作
手
順
は
以
下
の
通
り
。
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・
水
防
法
に
お
い
て
、
「
洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
河
川
」
は
、
水
位
周
知
河
川
の

指
定
対
象
と
な
る
。

・
近
年
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
、
役
場
等
の
所
在
地
に
係
る
河
川
も
「
洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
河
川
」
に
当
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（

H2
9年

3月
国
交
省
通
知
）
。

R2
年
度
の
実
施
状
況

２
．
ソ
フ
ト
対
策

2-
1.

 水
位
周
知
河
川
の
追
加

8
出
典
：
国
土
交
通
省
H
P
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・
水
防
法
で
は
、
次
の
河
川
に
関
す
る
指
定
区
分
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

R2
年
度
の
実
施
状
況

２
．
ソ
フ
ト
対
策

2-
1.

 水
位
周
知
河
川
の
追
加

9

１
洪
水
予
報
河
川
（
水
防
法
第
１
１
条
）

流
域
面
積
が
大
き
い
河
川
で
洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て

指
定
す
る
河
川
。
洪
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
気
象
町
長
官
と
共
同
で

洪
水
予
報
を
発
表
（
す
で
に
洪
水
予
報
河
川
に
指
定
さ
れ
て
い
る
河
川
の
例
）
。

・
国
土
交
通
大
臣
指
定
河
川
：
石
狩
川
、
豊
平
川
、
幾
春
別
川
、
千
歳
川
、
雨
竜
川
、
空
知
川
、

夕
張
川
等

・
北
海
道
知
事
指
定
河
川
：
新
川
（
札
幌
市
）

２
水
位
周
知
河
川
（
水
防
法
第
１
３
条
）

洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
河
川
。

予
め
洪
水
特
別
警
戒
水
位
（
氾
濫
危
険
水
位
）
を
定
め
、
こ
れ
に
達
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

水
防
管
理
者
等
に
通
知
（
す
で
に
水
位
周
知
河
川
に
指
定
さ
れ
て
い
る
河
川
の
例
）
。

・
国
土
交
通
大
臣
指
定
河
川
：
厚
別
川
、
旧
美
唄
川
等

・
北
海
道
知
事
指
定
河
川
：
月
寒
川
、
マ
マ
チ
川
、
利
根
別
川
、
阿
野
呂
川
、
熊
穴
川
、

富
良
野
川
等

３
水
防
警
報
河
川
（
水
防
法
第
１
６
条
）

洪
水
に
よ
り
相
当
な
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
河
川
。

北
海
道
水
防
計
画
に
基
づ
き
、
水
防
警
報
を
行
い
、
そ
の
旨
を
水
防
管
理
者
等
に
通
知
。

北
海
道
で
は
、
洪
水
予
報
河
川
、
又
は
水
位
周
知
河
川
と
重
複
し
て
指
定
。
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・
水
位
周
知
河
川
で
は
、
洪
水
時
の
避
難
計
画
立
案
の
た
め
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
洪
水
時
に
は
水
位
情
報

が
河
川
管
理
者
か
ら
市
町
村
や
関
係
機
関
へ
伝
達
さ
れ
、
水
防
活
動
等
に
利
用
さ
れ
る
。

R2
年
度
の
実
施
状
況

２
．
ソ
フ
ト
対
策

2-
1.

 水
位
周
知
河
川
の
追
加

10

氾
濫
危
険
水
位

避
難
判
断
水
位

氾
濫
注
意
水
位

水
防
団
待
機
水
位

氾
濫
危
険
水
位
到
達
情
報

氾
濫
危
険
水
位
超
過

水
位

水
位
周
知
河
川
で
の
取
組

・
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
浸
水
想
定

区
域
を
指
定
。
（
水
防
法
第

14
条
）

⇒
関
係
市
町
村
で
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
。

（
水
防
法
第

15
条
）

⇒
地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
た
要
配
慮
者
利
用

施
設
で
は
、
避
難
計
画
を
策
定
。

・
氾
濫
危
険
水
位
到
達
情
報
を
通
知
。
（
右
図
参
照
）

・
併
せ
て
水
防
警
報
河
川
に
指
定
し
、
水
防
警
報
を

通
知
。
（
水
防
法
第

16
条
）

・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
氾
濫
危
険
水
位

到
達
等
の
河
川
の
状
況
を
市
町
村
長
等
に

直
接
知
ら
せ
る
。

・
避
難
勧
告
着
目
型
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
。

北
海
道
知
事
が
行
う
洪
水
に
係
る
水
位
情
報
の

通
知
及
び
周
知
（
水
防
法
第

13
条
第

2項
）

・
特
別
警
戒
水
位
（
氾
濫
危
険
水
位
）
を
定
め
、

当
該
河
川
の
水
位
が
こ
れ
に
達
し
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
通
知
。

時
間
の
流
れ

51



取
組
内
容

R1
年
度

R2
年
度

R3
年
度
以
降

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
作
成

水
位
計
の
設
計
及
び
整
備

水
位
周
知
河
川
へ
の
指
定

避
難
勧
告
着
目
型
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成

・
現
在
、
水
位
周
知
河
川
の
追
加
指
定
を
検
討
中
。

・
令
和

3年
度
以
降
の
指
定
に
向
け
て
、
水
位
計
整
備
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
作
成
を
実
施
中
。

・
水
位
周
知
河
川
に
指
定
後
、
避
難
勧
告
着
目
型
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
予
定
。

11

※
設
置
済
み
河
川
は

既
設
水
位
計
を
活
用

水
位
周
知
河
川
追
加
に
係
る
取
り
組
み
状
況
・
予
定

現
時
点

R2
年
度
の
実
施
状
況

２
．
ソ
フ
ト
対
策

2-
1.

 水
位
周
知
河
川
の
追
加

※
水
位
周
知
河
川
指
定
後
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12

効
果
促
進
事
業
の
市
町
村
に
お
け
る
活
用
例
（
河
川
事
業
）

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
、

・
水
防
資
材
備
蓄
施
設
等
の
整
備
（
資
材
購
入
含
む
）
、
量
水
標
等
の
設
置
、

・
避
難
誘
導
標
識
の
設
置
（
洪
水
時
の
避
難
に
限
定
）
、
防
災
訓
練
、
そ
の
他

３
．
情
報
提
供

効
果
促
進
事
業
の
活
用

・
北
海
道
等
が
実
施
す
る
河
川
改
修
事
業
及
び
砂
防
関
係
事
業
と
一
体
と
な
り
、
そ
の
効
果
を
一
層
高
め
る
た
め

に
必
要
と
な
る
事
業
。

・
市
町
村
が
「
地
域
の
取
組
方
針
」
を
具
体
化
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
等
に
適
用
範
囲
が
拡
大
。

・
国
費
率
は
1
/2
で
あ
り
、
残
り
の
1
/2
は
市
町
村
負
担
。 問
い
合
わ
せ
窓
口
：
各
総
合
振
興
局

建
設
指
導
課
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令
和
2年
度
石
狩
川
下
流
域
外
減
災
対
策
協
議
会

栗
山
町

夕
張
川
上
流
担
当
者
部
会
（
第
2回
）

減
災
に
か
か
わ
る
栗
山
町
の
取
組
状
況
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○
平
成
30
年
度
よ
り
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
防
災
に
関
わ
る
関
係
機
関
・
団
体
（
自
衛
隊
・

消
防
署
等
）
と
連
携
し
た
「
く
り
っ
子
防
災
教
室
（
一
日
防
災
学
校
）
」
を
行
っ
て
い
る
。

○
令
和
2年
度
で
は
、
水
防
災
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

局
札
幌
開
発
建
設
部
職
員
に
よ
る
「
夕
張
川
を
学
習
し
よ
う
」
の
講
演
を
行
っ
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

①
防
災
教
育
に
関
す
る
取
組
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○
平
成
22
年
度
、
役
場
旧
庁
舎
の
耐
震
補
強

工
事
を
行
っ
た
。

○
平
成
29
年
度
、
役
場
庁
舎
に
非
常
用
発
電

設
備
を
整
備
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

②
市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等

に
お
け
る
取
組
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○
令
和
元
年
9月
8日
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
と
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
を
想
定
し

た
訓
練
（
総
合
防
災
訓
練
）
を
行
っ
た
。

○
災
害
が
発
生
し
た
際
に
適
切
な
行
動
を
と
る

こ
と
に
よ
り
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
3
0年
に
町
内
全
戸
に
「
防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

③
避
難
行
動
の
理
解
促
進
に

む
け
た
取
組
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○
令
和
元
年
に
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
の
（
洪
水
時
の
）
避
難
確
保
計
画
作
成
に
対

す
る
情
報
提
供
（
計
画
書
ひ
な
形
の
配
布
）
を
行
っ
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

④
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る

避
難
計
画
作
成
・訓
練
の
取
組
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○
具
体
的
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

町
内
の
小
中
高
校
は
、
本
町
の
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
で
は
、
学
校
関
係
者
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
支
援

と
併
せ
て
、
学
校
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

⑤
学
校
に
お
け
る
避
難
確
保
計
画
に

関
す
る
取
組
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○
平
成
30
年
に
、
水
防
法
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
想

定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区

域
、
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
お
よ
び
、
想

定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
に
伴
う
洪
水
に
よ
り
氾
濫

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
簡
便
な
手
法
で
計
算
し
た
水

深
を
表
示
し
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
、
「
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
た
。

○
平
成
30
年
に
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
掲
載
し
た

「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
町
内
全
戸
に
配
布
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
】

⑥
ハ
ザ
ー
ドマ
ップ
の
改
良
・周
知
、

活
用
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減
災
に
か
か
わ
る
取
組
状
況

由
仁
町
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①
防
災
教
育
に
関
し
て

①
防
災
教
育
に
関
し
て

〔
こ
れ
ま
で
の
取
組
〕

・
令
和
元
年
度
、
陸
上
自
衛
隊
、
道
庁
及
び
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
小
学
校

を
対
象
と
し
て
、
「
１
日
防
災
学
校
」
を
実
施

・
令
和
２
年
度
、
小
・
中
一
貫
教
育
の
取
組
と
し
て
、
小
学
校
と
中
学
校
合
同
の

「
１
日
防
災
学
校
」
を
実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た

〔
今
後
の
取
組
〕

・
令
和
３
年
度
、
小
学
校
と
中
学
校
合
同
の
「
１
日
防
災
学
校
」
に
つ
い
て
、
実
施
を
検
討
す
る

・
令
和
元
年
度
の
訓
練
で
は
火
災
に
関
す
る
項
目
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
災
害
を
対
象
と
し
た
訓
練
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

令
和
元
年
度
総
合
防
災
訓
練
１
日
防
災
学
校
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②
市
町
村
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
に
お
け
る
取
組
状
況
、
進
捗
、
今
後
の
予
定

〔
こ
れ
ま
で
の
取
組
〕

・
庁
舎
、
診
療
所
に
常
設
の
非
常
用
発
電
機
を
設
置

・
庁
舎
防
災
担
当
、
診
療
所
職
員
等
が
、
災
害
発
生
時
に
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
及
び
体
制
に
つ
い
て

確
認

〔
今
後
の
取
組
〕

・
可
搬
式
の
非
常
用
発
電
機
を
今
年
度
整
備
予
定

・
庁
舎
防
災
担
当
、
診
療
所
職
員
等
が
、
災
害
発
生
時
に
効
果
的
に
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
及
び
体
制
に

つ
い
て
引
き
続
き
協
議
し
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
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④
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る
避
難
計
画
作
成
・
訓
練
の
取
組
状
況
、
進
捗
、
今
後
の
予
定

〔
今
後
の
取
組
〕

・
要
配
慮
者
利
用
施
設
に
お
け
る
避
難
計
画
作
成
・
避
難
訓
練
の
実
施
を
検
討
す
る

・
要
配
慮
者
の
避
難
に
対
応
す
る
人
員
の
確
保
の
た
め
、
福
祉
施
設
等
と
の
協
定
締
結
を
検
討
す
る

・
福
祉
課
と
連
携
し
た
要
配
慮
者
の
実
態
把
握
、
要
配
慮
者
に
対
す
る
関
係
機
関
の
情
報
共
有
に
対
す

る
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
に
関
す
る
協
議
を
進
め
る

③
避
難
行
動
の
理
解
促
進
に
向
け
た
取
組
状
況
、
進
捗
、
今
後
の
予
定

〔
今
後
の
取
組
〕

・
今
年
度
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
全
戸
配
布
予
定

・
総
合
防
災
訓
練
で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
等
、
住
民
の
避
難
行
動
の
理
解
促
進
に
向
け
て
検
討
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⑥
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
良
・
周
知
、
活
用

〔
今
後
の
取
組
〕

・
今
年
度
、
想
定
最
大
規
模
の
洪
水
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
図
に
基
づ
い
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
予
定

・
作
成
後
、
全
戸
へ
配
布
し
、
総
合
防
災
訓
練
で
の
活
用
等
、
住
民
へ
の
周
知
方
法
に
関
し
て
検
討
を
行

い
、
町
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

⑤
学
校
に
お
け
る
避
難
確
保
計
画
に
関
す
る
取
組
状
況
、
進
捗
、
今
後
の
予
定

〔
今
後
の
取
組
〕

・
小
中
学
校
に
お
い
て
、
防
災
教
育
の
充
実
、
訓
練
の
実
施
を
通
し
て
、
現
状
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
適

宜
改
定
し
、
避
難
確
保
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
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減
災
に
か
か
わ
る
取
組
状
況

夕
張
市
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減
災
・
防
災
に
向
け
た
取
り
組
み

夕
張
市

〇
水
防
訓
練
及
び
住
民
避
難
訓
練

日
時

令
和
２
年
10
月
11
日
（
日
）
9時
00
分
～

場
所

夕
張
市
南
部
東
町

南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

参
加
機
関

夕
張
市
消
防
本
部
（
署
）

夕
張
市
消
防
団

札
幌
方
面
栗
山
警
察
署

想
定

令
和
2年
10
月
11
日
午
前
7時
00
分
、
札
幌

管
区
気
象
台
か
ら
「
大
雨
特
別
警
報
」
と
「

土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
、
土
砂

災
害
発
生
危
険
が
高
ま
っ
た
。

消
防
本
部

11
名

消
防
団
本
部

４
名

女
性
分
団

11
名

南
部
分
団

12
名

栗
山
警
察
署

6名
南
部
地
区
住
民

34
名
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避
難
広
報
に
出
場

避
難
所
受
付
の
様
子

警
戒
レ
ベ
ル
及
び
防
災
備
蓄
品
の
説
明

消
防
団
に
よ
る
改
良
土
の
う
積
工
法
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減
災
に
か
か
わ
る
取
組
状
況

江
別
河
川
事
務
所
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江
別
河
川
管
轄

札
幌
河
川
管
轄

江
別
河
川
管
轄

岩
見
沢
河
川
管
轄

江
別
河
川
管
轄

千
歳
川
河
川
管
轄

東
光

水
位
観
測
所

裏
の
沢

水
位
観
測
所

清
幌
橋

水
位
観
測
所

由
仁

水
位
観
測
所

円
山

水
位
観
測
所

石
狩
大
橋

水
位
観
測
所

雁
来

水
位
観
測
所

江
別
河
川
事
務
所

江
別
河
川
防
災
S
T

豊
幌

水
位
観
測
所

施
工
済

R
2
施
工

【
天
端
保
護
工
】

1
5
.7
km

2
7
.8
km

4
5
.4
km

施
工
済

R
1
施
工

【
裏
法
尻
補
強
工
】

4
.1
km

9
.6
km

1
3
.7
km

危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
進
捗
状
況
（
R
2
年
末
）

夕
張
川

天
端
保
護
工

（
R
2
年
度
施
工
）

幌
向
川

裏
法
尻
補
強

（
R
1
年
度
施
工
）

各
河
川
で
の
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策
の
実
施
（堤
防
天
端
の
保
護
、
堤
防
法
尻
の
補
強
）
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水
害
リ
ス
ク
が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
の
共
同
点
検

危
険
箇
所

(危
機
管
理
型
水
位
計
設
置
＆

簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ

)

共
同
点
検
箇
所

浸
水
想
定
区
域
図
夕
張
川

（
想
定
最
大
規
模
）

由
仁
町
市
街
地

栗
山
町
市
街
地

江
別
河
川
事
務
所
、
自
治
体
（
水
防
団
）
で

河
川
の
危
険
箇
所
な
ど
の
共
同
点
検
を
実
施

江
別
市
、
新
篠
津
村
、
栗
山
町
、
由
仁
町
、

岩
見
沢
市

R2
 重
要
水
防
箇
所
図
よ
り

R2
 重
要
水
防
箇
所
図
よ
り

由
仁
町
、
栗
山
町
と
も
に
夕
張
川
は

無
堤
防
区
間
。

・
氾
濫
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
危
険
箇
所

な
ど
を
共
同
確
認
。

・
危
機
管
理
型
水
位
計
及
び
簡
易
型

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所
を
確

認

由
仁
町
と
の
合
同
巡
視
（
R
2
.7
.2
2
）

栗
山
町
と
の
合
同
巡
視
（
R
2
.7
.2
8
）

危
険
箇
所
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河
川
管
理
施
設
の
操
作
訓
練
ほ
か

水
門
操
作
訓
練

R
2
.6
.5

樋
門
操
作
訓
練

R
2
.8
.6
・
7

現
地
操
作
訓
練

異
な
る
操
作
方
法
と
な
る
３
樋
門
に
つ
い
て
操
作
訓
練

（
江
別
河
川
事
務
所
）

操
作
委
託
を
し
て
い
な
い
水
門
に
つ
い
て
、
役
割
や
操
作
要
領
の

座
学
、
現
地
に
て
操
作
訓
練
（
江
別
河
川
事
務
所
、
河
川
巡
視
員
、

災
害
協
定
会
社
）

現
地
操
作
訓
練

現
地
操
作
訓
練
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３．情報提供（関係機関）
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y

大
雨
特
別
警
報
の
警
報
等
へ
の
切
り替

え
後
の

洪
水
へ
の
警
戒
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て

石
狩
川
下
流
域
外
減
災
対
策
協
議
会
（
第
6回

）
夕
張
川
上
流
地
域
部
会

札
幌
管
区
気
象
台

令
和
３
年
1月
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y

洪
水
予
報
（
臨
時
）

の
発
表

大
雨
特
別
警
報
か
ら

大
雨
警
報
へ
切
り替
え

切
替
約
数
10
分
前

大
雨
警
報
へ
切
替
（
0時

間
）

令
和
〇
年
〇
月
〇
日
〇
時
〇
分
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

石
狩
・空
知
・後
志
地
方
の
注
意
警
戒
事
項

【警
報
に
切
り替

え
】大
雨
は
峠
を
越
え
ま
した
が
、豊

平
川
で
は
氾
濫
が
発
生
して
い
る
所
が
あ
る
た
め
、洪

水
へ
の
一
層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。指

定
河
川
洪
水

予
報
を
発
表
して
い
ま
す
の
で
ご
確
認
くだ
さい
。

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

2

都
道
府
県
や
市
町
村

へ
の
ホ
ット
ラ
イ
ン

本
省
庁
に
よ
る
合
同

記
者
会
見

河
川
管
理
者
・気
象
台
共
同
発
表

気
象
台
発
表

気
象
台

●
大
雨
特
別
警
報
切
り替
え
後
の
氾
濫
へ
の
呼
び
か
け
の
流
れ
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
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pa
n

M
et

eo
ro

lo
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ca
l A

ge
nc

y

改
善
後

現
状

【警
報
に
切
り替

え
】大
雨
は
峠
を
越
え
ま
した
が
、〇

〇
川
、〇

〇
川
、〇

〇
川
等
で
は
氾
濫
が
発
生
す
る
お
それ

が
あ
る
た
め
、洪

水
へ
の
一

層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。指

定
河
川
洪
水
予
報
や
府
県
気
象
情
報
を
ご
確
認
くだ
さい
。土

砂
災
害
や
浸
水
害
、暴

風
、高

波
、高

潮
に
も

警
戒
して
くだ
さい
。

【警
報
に切

り替
え】
（
警
報
の記

述
）

パ
タ
ー
ン
A

例
）
大
雨
特
別
警
報

→
大
雨
警
報

パ
タ
ー
ン
B

例
）
大
雨
特
別
警
報

→
大
雨
注
意
報

【注
意
報
に切

り替
え】
（
注
意
報
の記

述
）

【特
別
警
報
解
除
】（
警
報
の記

述
）

【特
別
警
報
解
除
】（
注
意
報
の記

述
）

大
雨
特
別
警
報
を解

除
す
る際

、安
心
情
報
と誤
解
され
るこ
との
な
い
よう

「警
報
に切

り替
え」

な
どの
洪
水
へ
の
警
戒
を促

す
表
現
に改

善
。

（
令
和
２
年
６
月
18
日
～
）

大
雨
特
別
警
報
解
除
時
の
見
出
し文
（
注
意
警
戒
文
）
の
変
更
点

大
雨
特
別
警
報
解
除
時
の
見
出
し文
（
注
意
警
戒
文
）
の
例

3

●
大
雨
特
別
警
報
の
解
除
を
「警
報
に
切
り替
え
」等
と表
現

洪
水
予
報
（
臨
時
）

の
発
表

大
雨
特
別
警
報
か
ら

大
雨
警
報
へ
切
り替
え

切
替
約
数
10
分
前

大
雨
警
報
へ
切
替
（
0時

間
）

都
道
府
県
や
市
町
村

へ
の
ホ
ット
ラ
イ
ン

本
省
庁
に
よ
る
合
同

記
者
会
見

河
川
管
理
者
・気
象
台
共
同
発
表

気
象
台
発
表

気
象
台
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y
●
大
雨
特
別
警
報
切
り替
え
後
の
氾
濫
への
警
戒
呼
び
か
け
の
改
善

どの
警
戒
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る

状
況
か
分
か
りや
す
く解
説
。

4

大
雨
警
報
へ
の
切
り替
え
に
合
わ
せ
た
洪
水
予
報
（
臨
時
）
の
例

最
高
水
位
の
見
込
み
や
最
高
水
位
とな
る
時
間
帯

な
どの
今
後
の
見
込
み
を
発
表
。

※
開
発
建
設
部
か
らは
FA
Xで
関
係
自
治
体
等
へ
送
付
。気
象
台
か
らは
府
県
気
象
情
報
とし
て
発
表
。

洪
水
予
報
（
臨
時
）

の
発
表

大
雨
特
別
警
報
か
ら

大
雨
警
報
へ
切
り替
え

切
替
約
数
10
分
前

大
雨
警
報
へ
切
替
（
0時

間
）

都
道
府
県
や
市
町
村

へ
の
ホ
ット
ラ
イ
ン

本
省
庁
に
よ
る
合
同

記
者
会
見

河
川
管
理
者
・気
象
台
共
同
発
表

気
象
台
発
表

気
象
台

石
狩
川
以
外
の
河
川

石
狩
川
の
み

どの
警
戒
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る

状
況
か
分
か
りや
す
く解
説
。

78



気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y
●
洪
水
予
報
（
臨
時
）
を発
表
す
る条
件

5

「氾
濫
発
生
情
報
」「
氾
濫
危
険
情
報
」ま
たは
「氾
濫
警
戒
情
報
」を
発
表
中
に、
大
雨

特
別
警
報
か
ら警

報
へ
の
切
り替
え
に
合
わ
せ
て
洪
水
予
報
（
臨
時
）
を発

表
す
る。

ただ
し、
危
険
な
状
況
を脱

した
と思
わ
れ
る場

合
な
どは
発
表
しな
い
場
合
が
あ
る。

長
期
の
水
位
予
測
の
見
通
しが
可
能
な
河
川
（
石
狩
川
）
にお
い
ては
、洪
水
予
報

を発
表
して
い
な
い
場
合
で
あ
って
も「
氾
濫
危
険
情
報
」に
到
達
す
る見

込
み
が
あ
る場

合
は
、洪
水
予
報
（
臨
時
）
を発

表
す
る。
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
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M
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eo
ro
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y

実
際
の
発
表
例

令
和
2年
7月
4日

熊
本
県
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台

Sa
pp

or
o 

Re
gi

on
al

 H
ea

dq
ua

rt
er

s
Ja

pa
n

M
et

eo
ro

lo
gi

ca
l A

ge
nc

y

令
和

２
年

７
月

４
日
０
４
時
５
０
分

熊
本
地
方
気
象
台
発
表

（
（
【特
別
警
報
（
大
雨
）
】天
草
・芦
北
、球

磨
地
方
、宇

城
八
代
に

特
別
警
報
を
発
表
して
い
ま
す
。土

砂
災
害
や
低
い
土
地
の
浸
水
、河

川
の
増
水
に
最
大
級
の
警
戒
を
して
くだ
さい
。）

）

令
和

２
年

７
月

４
日
１
１
時
５
０
分

熊
本
地
方
気
象
台
発
表

（
（
【警
報
に
切
り替

え
】大
雨
は
峠
を
越
え
ま
した
が
、球

磨
川
で
は
氾
濫

が
発
生
して
い
る
所
が
あ
る
た
め
、洪

水
へ
の
一
層
の
警
戒
が
必
要
で
す
。指

定
河
川
洪
水
予
報
や
府
県
気
象
情
報
を
ご
確
認
くだ
さい
。土

砂
災
害
に

も
警
戒
して
くだ
さい
。）

）

【発
表
】

【切
り替

え
】 7

●
大
雨
特
別
警
報
か
ら
大
雨
警
報
へ
切
り替
え

洪
水
予
報
（
臨
時
）

の
発
表

大
雨
特
別
警
報
か
ら

大
雨
警
報
へ
切
り替
え

切
替
約
数
10
分
前

大
雨
警
報
へ
切
替
（
0時

間
）

都
道
府
県
や
市
町
村

へ
の
ホ
ット
ラ
イ
ン

本
省
庁
に
よ
る
合
同

記
者
会
見

河
川
管
理
者
・気
象
台
共
同
発
表

気
象
台
発
表

気
象
台
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気
象
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台
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洪
水
予
報
（
臨
時
）

の
発
表

大
雨
特
別
警
報
か
ら

大
雨
警
報
へ
切
り替
え

切
替
約
数
10
分
前

大
雨
警
報
へ
切
替
（
0時

間
）

都
道
府
県
や
市
町
村

へ
の
ホ
ット
ラ
イ
ン

本
省
庁
に
よ
る
合
同

記
者
会
見

河
川
管
理
者
・気
象
台
共
同
発
表

気
象
台
発
表

気
象
台

8

●
洪
水
予
報
（
臨
時
）
の
発
表

大
雨
特
別
警
報
切
り替

え
時
の

洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布
（
4日

11
時
50
分
）
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気
象
庁 札
幌
管
区
気
象
台
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9

●
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
と防
災
気
象
情
報
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20210129 札建防災課 
 

札幌開発建設部における地域防災支援について（補足） 
 

地域防災支援として、 

１ 令和２年 7月豪雨に伴う TEC-ＦＯＲＣＥ派遣 

 １ 気象概要 

 ２ 被害状況 

 ３ TEC-FORCE の目的・概要等 

 ４ TEC-FORCE の活動状況 

 ５ 受け入れ体制のお願い 

 ６ 災害対策用機械による災害支援等 を Ｐ１～Ｐ２１に添付しています。 

 

このうち「５ 受け入れ体制のお願い」と「６ 災害対策用機械による災害支援等」につ

いて補足説明します。 

 

Ｐ１８「５ 受け入れ体制のお願い」 

・緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）は、大規模自然災害が発生し自治体職員だけでは対

応が困難な場合に、いち早く被災地へ出向き、被災自治体を支援するものです。 

リエゾンや被災状況調査班が地方公共団体等に派遣されると作業スペースが必要となり

ます。自己完結型の派遣となりますが、作業スペースの確保、電源の提供など必要最小限の

ご協力をお願いします。 

・また TEC-FORCE が派遣された場合、河川や道路の被災調査にあたり、自治体様の管理区

間がわかる図面や施設情報が記載された河川・道路現況台帳図などの提供をお願いするこ

とになります。そのため日頃より整理や存在の確認をお願いします。 

・受け入れ体制の準備として参考となるガイドラインがございますので紹介をします。 

内閣府ＨＰ 防災情報のページに地方公共団体の業務継続・受援体制があり、 

「地方公共団体のための災害時受援体制に関するガイドライン」が掲載されています。 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/chihogyoumukeizoku/ 

お時間のある時に参考にご参照願います。 

 

Ｐ１９「６ 災害対策用機械による災害支援等」 

・北海道開発局では、災害時の緊急対応や情報通信の確保のための各種機材を全道各地に

配備しており、災害時には速やかに出動し被害の最小化を図っています。これら機材は自治

体の要請に基づき貸与することが可能です。機械の貸付については、災害時には基本的に無

償ですが、貸付機械の作業費（燃料油脂費、人件費）は、地方自治体の費用負担となります。 
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防災対策専門官 奥山  までご連絡ください。  

・要請時には、①使用目的②使用場所③機種④台数⑤担当者の連絡先について札幌開発建

設部防災課または最寄りの事務所までお伝え下さい。また必ず事前に費用負担についてご

確認ください。

２ 防災ナビ

１ 防災の相談窓口等

２ 防災情報の提供【概要】 Ｐ２２～Ｐ２５に添付しています。

このうちＰ２２について補足説明します。今回、新型コロナによる影響のため書面開催と

なりましたが、札建防災課では、日頃から顔の見える関係づくりが重要と考え、顔写真付き

の連絡先を作成しました。緊急時、平常時も含め災害のことでお悩みのことがあれば、記載

の連絡先に気兼ねなくご連絡ください。

災害対応時における支援メニュー等のポイントを補足説明させていただきました。ご質

問がございましたら、

防災課直通電話 011-611-0306

よろしくお願いします。
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re
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nd
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ou
ri

sm

札
幌

開
発

建
設

部
に

お
け

る
地

域
防

災
支

援
に

つ
い

て

札
幌

開
発

建
設

部
防

災
課

令
和

３
年

１
月

２
９

日
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札
幌
開
発
建
設
部

目
次

１
令

和
２

年
7
月

豪
雨

に
伴

う
T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

派
遣

１
気

象
概

要
２

被
害

状
況

３
T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

目
的

・
概

要
等

４
T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

活
動

状
況

５
受

け
入

れ
体

制
の

お
願

い
６

災
害

対
策

用
機

械
に

よ
る

災
害

支
援

等

２
防

災
ナ

ビ
１

防
災

の
相

談
窓

口
等

２
防

災
情

報
の

提
供

【
概

要
】
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札
幌
開
発
建
設
部

「
令

和
2
年

7
月

豪
雨

」
は

、
7
月

3
日

か
ら

1
4
日

ま
で

の
総

降
水

量
が

九
州

を
中

心
に

年
降

水
量

平
年

値
の

半
分

以
上

と
な

る
と

こ
ろ

が
あ

る
な

ど
、

西
日

本
か

ら
東

日
本

の
広

範
囲

に
わ

た
る

長
期

間
の

大
雨

と
な

っ
た

。
特

に
顕

著
な

大
雨

と
な

っ
た

3
日

か
ら

8
日

に
か

け
て

は
、
線

状
降

水
帯

が
九

州
で

多
数

発
生

し
、

総
降

水
量

に
対

す
る

線
状

降
水

帯
に

よ
る

降
水

量
の

割
合

が
「
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

」よ
り

大
き

い
と

い
っ

た
特

徴
が

見
ら

れ
た

。

１
-
１

過
去

に
例

を
見

な
い

降
水

量
（
異

常
気

象
）①

1

①
長

野
県

木
曽

郡
王

滝
村

2
1
3
6
.0

㎜

②
高

知
県

安
芸

郡
馬

路
村

2
0
3
2
.5

㎜

③
岐

阜
県

下
呂

市
1
8
1
0
.5

㎜

④
大

分
県

日
田

市
1
7
1
4
.5

㎜

⑤
和

歌
山

県
田

辺
市

1
6
7
2
.0

㎜

石
狩

川
の

整
備

（
石

狩
大

橋
）

〇
ハ

ー
ド

対
策

26
0m

m
/3

日
〇

ソ
フ

ト
対

策
35

8m
m

/3
日

札
幌

の
年

間
降

水
量

（
19

81
～

20
10

統
計

11
06

.5
ｍ

ｍ
）

の
約

2倍
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札
幌
開
発
建
設
部

７
県

に
大

雨
特

別
警

報
が

発
表

さ
れ

、
長

雨
と

な
り

数
十

年
に

一
度

の
降

雨
量

を
記

録
多

く
の

観
測

所
で

降
水

量
の

値
が

観
測

史
上

１
位

を
観

測

１
-
１

過
去

に
例

を
見

な
い

降
水

量
（
異

常
気

象
）②

2

7
2
時

間
降

水
量

の
期

間
最

大
値

の
分

布
図

（
7
月

3
日

0
時

～
7
月

2
9
日

1
2
時

）

気
象

庁
特

定
期

間
の

気
象

デ
ー

タ
よ

り

8月
3日

7時
（
7月

6日
8：

00
か

ら
7月

8日
23

：
10

の
間

の
各

地
点

で
の

更
新

）

４
０

箇
所

降
水

量
の

観
測

史
上

１
位

の
値

を
更

新
１

２
時

間
，

２
０

箇
所

２
４

時
間

，
３

０
箇

所
４

８
時

間
，

４
０

箇
所

７
２

時
間

，
４

０
箇

所

①
大

分
県

日
田

市
8
6
2
.0

㎜

②
高

知
県

安
芸

郡
馬

路
村

7
9
9
.5

㎜

③
熊

本
県

球
磨

郡
湯

前
町

7
9
4
.5

㎜

④
鹿

児
島

県
鹿

屋
市

7
5
4
.0

㎜

⑤
宮

崎
県

え
び

の
市

6
9
7
.0

㎜
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
１

過
去

に
例

を
見

な
い

降
水

量
（
異

常
気

象
）③

3

7
月

3
～

4
日

の
熊

本
県

を
中

心
と

し
た

大
雨

は
、
大

量
の

下
層

の
水

蒸
気

が
流

入
し

、
風

上
側

で
次

々
と

発
生

し
た

積
乱

雲
が

組
織

化
し

た
線

状
降

水
帯

に
よ

り
も

た
ら

さ
れ

、
6
日

の
九

州
北

部
地

方
の

大
雨

は
、
複

数
の

線
状

降
水

帯
が

形
成

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

も
た

ら
さ

れ
ま

し
た

。
特

に
顕

著
な

大
雨

と
な

っ
た

3
日

か
ら

8
日

か
け

て
、
線

状
降

水
帯

が
九

州
で

多
数

発
生

し
、
総

降
水

量
に

対
す

る
線

状
降

水
帯

に
よ

る
降

水
量

の
割

合
（寄

与
率

）が
高

く
7
0
％

を
超

え
た

所
も

あ
り

、
一

部
で

5
0
％

を
超

え
た

程
度

の
「平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

」よ
り

も
大

き
く

な
り

ま
し

た
。

90



札
幌
開
発
建
設
部

１
-
２

被
害

状
況

（
直

接
的

被
害

①
）洪

水
被

害

4

堤
防

決
壊

・
国

管
理

河
川

1
2
水

系
2
3
河

川
2
0
3
箇

所
・
都

道
府

県
管

理
河

川
6
1
水

系
2
0
0
河

川
2
1
7
箇

所

○
令

和
2
年

7
月

豪
雨

に
よ

り
広

い
範

囲
で

記
録

的
な

大
雨

と
な

り
、
九

州
・
中

国
地

方
を

中
心

に

計
4
2
0
箇

所
で

堤
防

が
決

壊
す

る
な

ど
、
河

川
が

氾
濫

し
、
約

9
,7

0
0
h
a
が

浸
水

（
1
0
月

1
日

時
点

）

浸
水

面
積

・
国

管
理

河
川

2
3
8
2
.1

h
a

・
都

道
府

県
管

理
河

川
7
2
9
2
.5

h
a
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
２

被
害

状
況

（
直

接
的

被
害

②
）土

砂
被

害

5

（
8
/
4

7
:0

0
現

在
）

日
本

全
国

に
お

い
て

同
様

の
被

害
が

発
生

す
る

可
能

性
を

示
唆

H
3
0
西

日
本

豪
雨

、
R
１

東
日

本
台

風
に

引
き

続
き

、
土

砂
災

害
が

発
生
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
２

被
害

状
況

（
社

会
的

影
響

）被
害

状
況

と
地

域
支

援

6

一
般

被
害

状
況

等
令

和
２

年
７

月
５

日
総

理
大

臣
官

邸

令
和

２
年

7
月

豪
雨

非
常

災
害

対
策

本
部

会
議

（
第

１
回

）

総
理

は
、

本
日

の
議

論
を

踏
ま

え
、

次
の

よ
う

に
述

べ
ま

し
た

。

「
九

州
地

方
の

記
録

的
な

大
雨

に
よ

る
球

磨
（
く
ま

）
川

の
氾

濫
や

土
砂

災
害

に
よ

り
、

大
き

な
被

害
が

生
じ

て
い

ま
す

。
お

亡
く
な

り
に

な
ら

れ
た

方
々

の
御

冥
福

を
お

祈
り

し
、

御
遺

族
の

皆
様

に
お

悔
や

み
を

申
し

上
げ

た
い

と
、

そ
し

て
全

て
の

被
災

者
の

皆
様

に
お

見
舞

い
を

申
し

上
げ

ま
す

。

暑
さ

が
厳

し
く
な

る
中

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

を
含

め
た

、
被

災
者

へ
の

き
め

細
や

か
な

支
援

が
急

務
で

す
。

災
害

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

総
括

支
援

員
の

派
遣

等
、

被
災

自
治

体
へ

の
人

的
支

援
に

も
全

力
を

挙
げ

て
く
だ

さ
い

。

被
災

地
で

は
、

こ
れ

か
ら

明
日

に
か

け
て

、
大

雨
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
引

き
続

き
、

厳
重

な
警

戒
を

続
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ま

で
に

降
っ

た
大

雨
に

よ
り

、
地

盤
の

緩
ん

で
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
、

被
災

地
の

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
引

き
続

き
自

治
体

の
情

報
に

注
意

を
し

、
土

砂
災

害
や

河
川

の
氾

濫
な

ど
に

、
十

分
に

警
戒

し
て

い
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
に

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
」

（
消

防
庁

1
/
7
 1

4
:0

0
現

在
）

（
１

）
人

的
被

害
・
死

者
８

４
人

・
行

方
不

明
２

人
【
１

０
４

人
３

人
】

（
２

）
住

家
被

害
全

壊
１

，
６

２
１

棟
【
２

，
９

０
２

棟
】

半
壊

４
，

５
０

４
棟

【
２

０
，

６
１

６
棟

】
一

部
破

損
３

，
５

０
３

棟
【
２

４
，

４
９

０
棟

】
床

上
浸

水
１

，
６

８
１

棟
【
１

７
，

５
８

１
棟

】
床

下
浸

水
５

，
２

９
０

棟
【
２

５
，

６
２

８
棟

】

【
】

令
和

元
年

東
日

本
台

風
で

の
被

害

（
３

）
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
水

道 最
大

で
約

3
万

8
千

戸
が

断
水

下
水

道
1
2
箇

所
で

浸
水

被
害

電
気 最

大
約

2
万

2
千

戸
の

停
電

が
発

生
（
４

）
農

林
水

産
関

係
被

害
額

約
2
、

2
0
8
.5

億
円

93



札
幌
開
発
建
設
部

①
被
災
概
況
の
把
握

②
被
害
状
況
の
早
期
把
握

③
二
次
災
害
発
生
防
止

④
危
険
箇
所
監
視

⑤
進
入
・
避
難
経
路
確
保

⑥
緊
急
輸
送
路
確
保

⑦
地
方
公
共
団
体
等
業
務
継
続
支
援

⑧
復
旧
早
期
化
支
援

⑨
救
命
・
救
助
支
援

活
動
内
容

①
リ
エ
ゾ
ン

②
先
遣
班

③
情
報
通
信
班

④
被
災
状
況
調
査
班
(ヘ
リ
調
査
）

被
災
状
況
調
査
班
(現
地
調
査
）

⑤
応
急
対
策
班

⑥
広
報
撮
影
班

⑦
各
班
配
置
の
ロ
ジ
担
当

班
編
制

大
規
模
な
自
然
災
害
に
際
し
て
被
災
状
況
の
把
握
や
被
災
地
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
技
術
的
支
援
な
ど
、
被
災
地
方
自
治
体
の
支

援
を
迅
速
に
実
施
し
ま
す
。

目
的

①
隊
員
は
専
門
技
術
者
（
河
川
、
道
路
、
港
湾
、
建
築
、

電
気
、
機
械
等
）
で
構
成

②
任
務
別
の
班
編
制
に
よ
り
緊
急
事
態
に
速
や
か
に
的
確

な
対
応
を
実
施

③
全
国
に
配
備
し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
排
水
ポ
ン
プ

車
等
の
災
害
対
策
用
の
機
械
に
よ
り
、
迅
速
な
被
害
状

況
調
査
や
応
急
対
策
が
可
能

概
要

市 長 村

リ エ ゾ ン

各 開 発 建 設 部

又 は 各 事 務 所

北 海 道 開 発 局
( 事 業 振 興 部 防 災 課 等)

派
遣
要
請

7

１
-
３

T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

目
的

・概
要

94



札
幌
開
発
建
設
部

年
度

派
遣
機
関
数

平
成
2
3
年
度

6
機
関

延
べ

1
5
人

平
成
2
4
年
度

18
機
関

延
べ

5
2
人

平
成
2
5
年
度

25
機
関

延
べ

1
5
2
人

平
成
2
6
年
度

87
機
関

延
べ

5
8
6
人

平
成
2
7
年
度

42
機
関

延
べ

2
0
4
人

平
成
2
8
年
度

56
機
関

延
べ

4
4
3
人

平
成
2
9
年
度

34
機
関

延
べ

1
3
2
人

平
成
3
0
年
度

44
機
関

延
べ

8
7
4
人

令
和
元
年
度

17
機
関

延
べ

7
4
人

令
和
2年
度

4
機
関

延
べ

3
2
人

延
べ
人
数

伝 送

伝 送

被
災
地
方
公
共
団
体
の
状
況
を
迅
速
か
つ
正
確

に
把
握
し
、
必
要
な
応
援
規
模
を
把
握
し
災
害

対
策
本
部
に
報
告
す
る

●
役
割

報
告

派
遣

報
告

①
北
海
道
に
お
い
て
重
大
な
災
害
が
発
生
ま
た

は
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

②
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受
け

た
場
合

●
派
遣
時
期

①
災
害
状
況
や
支
援
要
望
等
の
情
報
収
集

②
北
海
道
開
発
局
で
収
集
し
た
災
害
情
報
ま
た

は
被
災
情
報
等
の
提
供
・
助
言

③
T
E
C
-
F
O
R
C
E
や
災
害
対
策
機
械
等
に
関
す
る

連
絡
調
整

●
役
割

●
道
内
自
治
体
へ
の
派
遣
実
績

被
災
現
場
と
災
害
対
策
本
部
及
び
被
災
地
方
公

共
団
体
と
の
間
の
通
信
回
線
を
確
保
し
、
被
災

状
況
の
映
像
配
信
等
を
行
う

●
役
割

【
被
災
地
方
公
共
団
体
】

Ku
-S
AT
Ⅱ
で
受
信

【
現
地
】

衛
星
通
信
車
で
配
信

【
現
地
】

映
像
を
撮
影

伝 送

8

１
-
３

T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

主
な

班
の

役
割

①

95



札
幌
開
発
建
設
部

災
害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ま
た
は
踏
査
等
に
よ
り
公
共
土
木
施
設

ま
た
は
土
砂
災
害
等
の
被
災
状
況
を
調
査
す
る

●
役
割

①
救
命
救
助
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
緊
急
排
水

②
道
路
(
航
路
)
啓
開
に
よ
る
緊
急
通
行
路
(
航
路
)
の
確
保

③
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
の
応
急
仮
締
切
等
の
応
急
対
策

●
役
割

9

№
災
害
名

災
害
名

№
災
害
名

災
害
名

1
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

延
べ

1
2
人
11
平
成
28
年
8
月
か
ら
の
一
連
の
大
雨

延
べ

8
2
5
人

2
平
成
20
年
岩
手
沿
岸
北
部
地
震

延
べ

2
4
人
12
平
成
29
年
7
月
2
2日
か
ら
の
梅
雨
前
線
豪
雨

延
べ

3
2
人

3
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災

延
べ

82
3
人
13
平
成
30
年
7
月
2
日
か
ら
の
大
雨

延
べ

2
5
人

4
平
成
26
年
8
月
5
日
低
気
圧
に
伴
う
大
雨

延
べ

2
3
人
14
平
成
30
年
西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨

延
べ

8
7
3
人

5
平
成
26
年
8
月
2
3日
か
ら
の
低
圧
に
伴
う
大
雨
延
べ

2
7
人
15
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

延
べ

15
5
7
人

6
平
成
27
年
羅
臼
町
海
岸
地
す
べ
り

延
べ

4
人
16
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風

延
べ

2
7
人

7
平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨

延
べ

5
4
人
17
令
和
元
年
東
日
本
台
風

延
べ

13
3
9
人

8
平
成
27
年
台
風
23
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧

延
べ

5
人
18

令
和
2年

令
和
2年
7
月
豪
雨

延
べ

6
2
9
人

9
平
成
28
年
熊
本
地
震

延
べ

57
2
人

10
平
成
28
年
7
月
2
7日
か
ら
8月
4日
の
低
気
圧

延
べ

4
人

※
リ
エ
ゾ
ン
含
む

北
海
道
開
発
局
T
E
C
-
F
O
R
C
E
派
遣
実
績

延
べ
人
数

延
べ
人
数

１
-
３

T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

主
な

班
の

役
割

②
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札
幌
開
発
建
設
部 ７

10

１
-
４

令
和

２
年

7
月

豪
雨

に
伴

う
T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

活
動

状
況

（
全

国
）

97



札
幌
開
発
建
設
部 ７11

■
堤

防
決

壊
箇

所
一

覧
（
1月

7
日

14
:0

0 
時

点
）

６
６

水
系

２
２

２
河

川
４

１
９

箇
所

（
内

訳
）

国
管

理
河

川
１

２
水

系
２

３
河

川
２

０
３

箇
所

都
道

府
県

管
理

河
川

６
１

水
系

２
０

０
河

川
２

１
６

箇
所

＜
山

形
県

管
理

河
川

３
水

系
６

０
河

川
６

９
箇

所
＞

＜
福

岡
県

管
理

河
川

８
水

系
３

７
河

川
３

７
箇

所
＞

＜
熊

本
県

管
理

河
川

１
２

水
系

２
１

河
川

２
１

箇
所

＞
←

北
海

道
開

発
局

Ｔ
Ｅ

Ｃ
派

遣
箇

所
＜

佐
賀

県
管

理
河

川
５

水
系

１
９

河
川

２
０

箇
所

＞
＜

広
島

県
管

理
河

川
５

水
系

５
河

川
５

箇
所

＞
＜

大
分

県
管

理
河

川
４

水
系

１
３

河
川

１
４

箇
所

＞
＜

長
崎

県
管

理
河

川
４

水
系

５
河

川
５

箇
所

＞
＜

宮
崎

県
管

理
河

川
９

水
系

１
３

河
川

１
３

箇
所

＞
＜

岩
手

県
管

理
河

川
２

水
系

２
河

川
２

箇
所

＞
＜

鹿
児

島
県

管
理

河
川

５
水

系
７

河
川

７
箇

所
＞

＜
愛

媛
県

管
理

河
川

２
水

系
２

河
川

２
箇

所
＞

＜
島

根
県

管
理

河
川

１
水

系
６

河
川

６
箇

所
＞

＜
岡

山
県

管
理

河
川

１
水

系
１

河
川

２
箇

所
＞

＜
秋

田
県

管
理

河
川

２
水

系
４

河
川

６
箇

所
＞

＜
高

知
県

管
理

河
川

１
水

系
１

河
川

１
箇

所
＞

＜
岐

阜
県

管
理

河
川

２
水

系
４

河
川

６
箇

所
＞

１
-
４

T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

支
援

状
況

①
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札
幌
開
発
建
設
部

■
九
州
地
方
整
備
局
派
遣
分

７
月

８
月

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

15
1
6

17
1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

24
2
5

26
2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

1
2

3
4

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

道
路
③

5
名
　
延
べ
3
5人

砂
防
①

5
名
　
延
べ
4
5
人

道
路
⑧

4
名
　
延
べ
3
2
人

砂
防
③

5
名
　
延
べ
4
0
人

第
２
陣

班
名

派
遣

第
１
陣

第
１
陣

第
３
陣

被 災 状 況 調 査 班

１
-
４

T
E
C
-
F
O

R
C
E
の

支
援

状
況

②

○
北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部
は
、令
和
2年
7月
豪
雨
に
伴
う被
災
地
に
お
け
る
被
災

状
況
調
査
等
を
支
援
す
る
た
め
、令
和
２
年
７
月
９
日
（
木
）
か
ら、
九
州
地
方
整
備
局
管
内

に
Ｔ
Ｅ
Ｃ
－
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
を
派
遣
して
い
ま
す
。

〇
派
遣
期
間
は
２
４
日
間
、派
遣
人
数
は
１
９
名

延
べ
１
５
２
名
とな
り、
平
成
２
３
年
東
日
本
大
震
災
時
の
派
遣
時
の
約
２
．
５
倍
の
派
遣

人
数
とな
りま
した
。

12
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
４

T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

に
よ

る
被

災
状

況
調

査
①

雨
が

ふ
り

続
け

る
中

、
安

全
を

確
保

し
つ

つ
、

最
大

限
の

被
災

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

T
E
C
-
F
O

R
C
E
は

、
大

規
模

自
然

災
害

が
発

生
し

自
治

体
職

員
だ

け
で

は
対

応
が

困
難

な
場

合
に

、
い

ち
早

く
被

災
地

へ
出

向
き

、
被

災
自

治
体

を
支

援
し

て
い

ま
す

。

い
ち

早
く

被
災

地
へ

駆
け

つ
け

自
治

体
を

支
援

被
災

状
況

の
調

査
（
道

路
班

）
（
熊

本
県

芦
北

町
)

13

隊
員

の
頭

上
を

遙
か

に
超

え
る

洪
水

の
痕

跡
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札
幌
開
発
建
設
部

被
災

状
況

の
調

査
（
砂

防
班

）
（
熊

本
県

球
磨

村
)

14

地
域
の
方
か
ら
被
災
情
報
を
収
集

報
告
書
手
交
（
熊
本
県
球
磨
村
）

復
旧
工
法
の
技
術
支
援

被
災
状
況
調
査

１
-
４

T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

に
よ

る
被

災
状

況
調

査
②

101



札
幌
開
発
建
設
部

被
災

状
況

の
調

査
（
道

路
・
砂

防
班

）

酷
暑

の
中

、
緊

急
点

検
支

援
を

実
施

自
治

体
に

代
わ

り
、

地
域

の
方

か
ら

被
災

情
報

を
収

集

15

１
-
４

T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

に
よ

る
被

災
状

況
調

査
③
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
４

T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

の
感

染
・
熱

中
症

防
止

対
策

C
O

V
ID

-
1
9

感
染

防
止

対
策

16

冷
感
ス
プ
レ
ー

防
災

ス
マ

ホ
へ

の
C
O

V
ID

-
1
9
接

触
確

認
ア

プ
リ

（
C
O

C
O

A
）
の

導
入

熱
中

症
防

止
対

策
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札
幌
開
発
建
設
部

〇
札

幌
開

発
建

設
部

の
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

は
、

派
遣

直
後

か
ら

報
道

発
表

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ツ
イ

ッ
タ

ー
等

を
通

じ
、
タ

イ
ム

リ
ー

な
情

報
発

信
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

ツ
イ

ッ
タ

ー
に

寄
せ

ら
れ

た
声

札
幌
開
発
建
設
部

１
３

Tw
itt
er
掲
載
及
び
閲
覧
状
況

イ
ン
プ
レ
ッシ
ョン
：
見
られ
た
回
数

メ
デ
ィ
ア
：
動
画
の
再
生
回
数

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト:
ツ
イ
ー
トを
ク
リッ
ク
(リ
ツ
イ
ー
ト、
返
信
、フ
ォロ
ー
、い
い
ね
)し
た
回
数

17

ツ
イ

ッ
タ

ー
は

1
4
回

投
稿

を
行

い
、

２
８

２
，

９
４

３
回

数
の

イ
ン

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

が
あ

り
ま

し
た

。

（
11
月
12
日
現
在
）

１
-
４

T
E
C
-
Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ

活
動

状
況

の
発

信
及

び
評

価
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
５

受
け

入
れ

体
制

の
お

願
い

○
各

地
方

公
共

団
体

等
へ

の
お

願
い

●
派

遣
す

る
緊

急
災

害
対

策
派

遣
隊

（
TE

C
-F

O
R

C
E）

の
作

業
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

リ
エ

ゾ
ン

や
被

災
状

況
調

査
班

が
地

方
公

共
団

体
等

に
派

遣
さ

れ
る

と
作

業
ス

ペ
ー

ス
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

自
己

完
結

型
の

派
遣

と
な

り
ま

す
が

、
作

業
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

、
電

源
の

提
供

な
ど

必
要

最
小

限
の

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

●
管

理
施

設
台

帳
の

整
理

河
川

や
道

路
の

被
災

調
査

に
あ

た
り

、
管

理
区

間
が

わ
か

る
図

面
や

施
設

情
報

が
記

載
さ

れ
た

河
川

・
道

路
現

況
台

帳
図

な
ど

の
提

供
を

お
願

い
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
日

頃
よ

り
整

理
を

お
願

い
し

ま
す

。

●
内

閣
府

Ｈ
Ｐ

防
災

情
報

の
ペ

ー
ジ

地
方

公
共

団
体

の
業

務
継

続
・
受

援
体

制
「
地

方
公

共
団

体
の

た
め

の
災

害
時

受
援

体
制

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
ht

tp
://

w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/ta

is
ak

u/
ch

ih
og

yo
um

uk
ei

zo
ku

/

○
参

考
と

な
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

18
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
６

災
害

対
策

用
機

械
に

よ
る

支
援

■
北

海
道

開
発

局
で

は
、

災
害

時
の

緊
急

対
応

や
情

報
通

信
の

確
保

の
た

め
の

各
種

機
材

を
全

道
各

地
に

配
備

し
て

お
り

、
災

害
時

に
は

速
や

か
に

出
動

し
被

害
の

最
小

化
を

図
っ

て
い

ま
す

。
■

こ
れ

ら
機

材
は

自
治

体
の

要
請

に
基

づ
き

貸
与

す
る

こ
と

が
可

能
で

す
。

（
機

械
の

貸
付

費
（有

償
、

無
償

の
場

合
あ

り
）
、

貸
付

機
械

の
作

業
費

（
燃

料
油

脂
費

、
人

件
費

）は
、

地
方

自
治

体
の

費
用

負
担

）
■

大
規

模
災

害
時

に
は

全
国

の
地

方
整

備
局

か
ら

機
材

が
集

結
し

支
援

を
行

い
ま

す
。

●
地

方
自

治
体

等
へ

の
貸

与

・
最

寄
り

の
開

発
建

設
部

又
は

道
路

・
河

川
事

務
所

へ
、

「
被

災
状

況
」
「
出

動
場

所
」
「
要

請
希

望
機

械
」
等

を
お

伝
え

下
さ

い
。

・
機

械
の

み
の

貸
出

を
希

望
か

、
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
を

含
め

て
の

貸
出

を
希

望
か

も
同

時
に

お
伝

え
下

さ
い

。
・
災

害
対

策
用

機
械

は
無

償
貸

与
で

す
が

、
作

業
に

必
要

な
人

員
・
燃

料
等

は
要

請
者

の
負

担
と

な
り

ま
す

。

●
出

動
事

例

R
.元

年
台

風
第

１
９

号
TE

C
-F

O
R

C
E活

動
状

況
（
福

島
県

郡
山

市
）

H
3
0
.7

大
雨

災
害

時
の

出
動

（
美

唄
市

）
R

1
.9

 断
水

に
伴

う
給

水
支

援
（
千

葉
県

君
津

市
）

排
水

ポ
ン

プ
車

H
3
0
.2

大
雪

除
雪

支
援

（
無

償
貸

与
）

（
滝

川
市

）

照
明

車

ロ
ー

タ
リ

除
雪

車
等

災
害

発
生

！

19
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
６

北
海

道
開

発
局

が
保

有
す

る
建

設
機

械
・
災

害
対

策
用

機
械

道
路

維
持

機
械

道
路

除
雪

機
械

最
寄

り
の

札
幌

開
発

建
設

部
防

災
課

又
は

各
事

務
所

ま
で

。
※

要
請

時
に

は
、

(1
)使

用
目

的
(2

)使
用

場
所

(3
)機

種
(4

)台
数

(5
)担

当
者

連
絡

先
を

伝
え

て
下

さ
い

。

路
面
清
掃
車

散
水
車

除
雪
ト
ラ
ッ
ク

除
雪
グ
レ
ー
ダ

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

排
水
ポ
ン
プ
車

照
明
車

散
水
車
（
給
水
装
置
付
）

問
合

せ
・
要

請
先

災
害

対
策

用
機

械

20

※
１

北
海
道
開
発
局
で
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
建
設
機
械
の
他
に
も
建
設
機
械
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
開
発
局
の
災
害
対
策
用
機
械
（
令
和
2
年
4
月
）

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
h
k
d
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
k
y
/
j
g
/
b
o
u
s
a
i
/
u
d
4
9
g
7
0
0
0
0
0
0
q
k
m
l
-
a
t
t
/
u
d
4
9
g
7
0
0
0
0
0
0
q
o
v
c
.
p
d
f

詳
細
は
最
寄
り
の
各
開
発
建
設
部
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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札
幌
開
発
建
設
部

１
-
６

災
害

対
策

用
機

械
に

よ
る

防
災

訓
練

の
実

施

場
所

砂
川

遊
水

地

令
和

２
年

災
害

対
策

用
機

械
の

操
作

訓
練

見
学

会
（
１

０
月

２
１

日
） 21

防
災

力
向

上
を

目
的

と
し

、
空

知
建

設
業

協
会

ほ
か

協
定

業
者

8
社

の
ご

協
力

、
北

海
道

・
自

治
体

な
ど

1
7
の

関
係

機
関

（
4
1
名

）
の

参
加

を
い

た
だ

き
開

催
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札
幌
開
発
建
設
部

２
-
1

防
災
の
相
談
窓
口

“
防
災
”

に
関
す
る
ご
相
談

防
災
の
こ
と
な
ら
何
で
も
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

例
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
に


突
発

的
な
、
大

規
模
な
災
害

が
発
生

し
、
対
応

が
困
難

。

防
災

力
強

化
の

取
組

を
進
め
た
い
の

で
、
連

携
で
き
る
か
相

談
し
た
い
。


地
域

住
民

の
集

ま
り
で
防

災
の

話
を
し
て
ほ
し
い
が

、
だ
れ
に
相

談
し
て

良
い
か

分
か

ら
な
い
。


防
災

訓
練

に
協

力
し
て
ほ

し
い
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

？

最
近

の
防

災
に
関

す
る
情
報

を
知

り
た
い
。

・
・
・
・・
な
ど

■
北

海
道
内

で
は

、
過

去
よ
り
地

震
、
津
波

、
豪

雨
、
火

山
噴
火

等
に
よ
る
自
然

災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
札
幌

開
発
建

設
部
防

災
課
で
は

こ
れ

ら
の
経

験
及

び
全

国
的

な
災
害

の
教
訓

を
踏

ま
え
、
災

害
に
強
い
社
会

基
盤
づ
く
り
と
防
災

体
制
の

整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
頻

発
す
る
自

然
災

害
か

ら
国

民
の

生
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
今
後

と
も
各

自
治
体

と
の

連
携

強
化
に
努

め
、
地

域
防
災

力
強
化

に
向

け
た
総

合
的

な
支
援

・協
力

を
進
め
て
い
ま
す
。

【
札
幌

開
発
建
設
部
の
防
災
ナ
ビ
総
合
窓
口
】

地
域

活
力
支
援
チ
ー
ム
（
防
災
担
当
）

札
幌

開
発

建
設
部

防
災

課

防
災

課
直
通
電
話

0
1
1
-
6
1
1
-
0
3
0
6
（
平
日
）

F
A
X

0
1
1
-
6
2
1
-
7
0
5
0



札
幌
開
発
建
設
部

【
北
海
道
開
発
局
の
地
域
防
災
支
援

防
災
ナ
ビ
】

出
典
：
北
海
道
開
発
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.h
k
d
.m
lit
.g
o
.jp
/
k
y/
jg
/
b
o
u
s
a
i/
u
d
4
9
g
7
0
0
0
0
0
0
5
t6
k
.h
tm
l）

23

防
災

ナ
ビ

２
-
１

北
海

道
開

発
局

の
地

域
防

災
支

援
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札
幌
開
発
建
設
部 24

【
北
海
道
開
発
局
の
地
域
防
災
支
援

防
災
ナ
ビ
】

出
典
：
北
海
道
開
発
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.h
k
d
.m
lit
.g
o
.jp
/
k
y/
jg
/
b
o
u
s
a
i/
u
d
4
9
g
7
0
0
0
0
0
0
5
t6
k
.h
tm
l）

２
-
２

防
災

情
報

の
提

供
【概

要
】
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札
幌
開
発
建
設
部

【
北
海
道
開
発
局
の
地
域
防
災
支
援

防
災
ナ
ビ
】

出
典
：
北
海
道
開
発
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
h
tt
p
s
:/
/
w
w
w
.h
k
d
.m
lit
.g
o
.jp
/
k
y/
jg
/
b
o
u
s
a
i/
u
d
4
9
g
7
0
0
0
0
0
0
5
t6
k
.h
tm
l）

25

２
-
２

防
災

情
報

の
提

供
【防

災
情

報
共

有
W

A
N
】
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第 6回 減災対策協議会（地域部会） 河川整備保全課 情報提供資料（補足） 

 
1. 水害リスクライン 

 昨年度から水害リスクラインという、新たな支援ツールを構築し、6時間先までの水位予測が

可能となりました。 

 今年、５月に関係者向けのＩＤ、ＰＷと操作マニュアルを周知させていただきましたが、今年

度、使用した中でご意見等があれば、お知らせください。 

 

2. 宅地建物取引業法施行規則の一部改正 

 今年の８月より、規則が一部改正され、不動産取引時において、水害リスクの説明が義務化さ

れました。 

 それを受け、不動産取引業者から浸水深等の問合せがあった際に、国交省のＨＰで、浸水深を

調べることが出来ますので、ご活用ください。 

 

3. 市町村による避難の準備 

 今年の６月にお知らせしましたが、コロナウイルス感染症が広がる中での避難準備に向けた留

意点の再周知です。 

 あわせて、避難所の備蓄品整備等に活用できる交付金もありますので、ご活用ください。 

 

4. 大雨の警戒レベルの推奨配色について 

 今年の６月より、警戒レベルによる配色が統一することとなりました。 

 今後、水位観測所の量水標等において、色を統一いたしますので、情報提供させていただきま

す。 

 

5. 防災教育について 

 今年の９月に、栗山小学校で防災教室を開催し、札幌開発建設部では、講師として参加しまし

た。 

 自治体等で防災教育に関する講師のご要望があれば、適宜ご相談ください。 

 

6. 要配慮者避難確保計画の説明会 

 今年の１１月に、恵庭市の要配慮者避難確保計画の説明会に、札幌開発建設部からも説明者と

して参加しました。（当日の資料：恵庭市 HPに掲載） 

 市町村で説明会を開催する際に、制度の概要説明等のご要望があれば、適宜ご相談ください。 

 

7. マイ・タイムライン検討会 

 今年の１０月と１１月に、恵庭市でマイ・タイムライン検討会を開催。 

 開催に関するご要望があれば、適宜ご相談ください。 
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第
6
回
石
狩
川
下
流
域
外
減
災
対
策
協
議
会
地
域
部
会

河
川
整
備
保
全
課
か
ら
の
情
報
提
供
・
連
絡

札
幌
開
発
建
設
部
河
川
整
備
保
全
課

114



１
．
水
害
リス
クラ
イン

２
．
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

３
．
市
町
村
に
よ
る
避
難
の
準
備

４
．
大
雨
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
推
奨
配
色
に
つ
い
て

Ｐ
１

～

Ｐ
４

～

Ｐ
８

～

Ｐ
１

２
～

目
次

５
．
防
災
教
育
に
つ
い
て

Ｐ
１

４
～

６
．
要
配
慮
者
避
難
確
保
計
画
の
説
明
会

Ｐ
１

７
～

７
．
マ
イ・
タイ
ム
ライ
ン検
討
会

Ｐ
１

９
～
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１

116



水
害
リ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
避
難
計
画
作
成
の
支
援
ツ
ー
ル
の
充
実
）

左
右

岸
別

に
上

流
か

ら
下

流
ま

で
連

続
的

に
洪

水
の

危
険

度
を

表
示 ６
時

間
後

の
予

測

※
「
防

災
担

当
者

向
け

」
サ

イ
ト

６
時

間
の

水
位

予
測

が
可

能
ht

tp
s:/

/f
rl.

riv
er

.g
o.

jp
/ 

２
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水
害
リ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
送
付
）

３

118



４

119



宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

５

120



浸
水
ナ
ビ

検
索

国
土
交
通
省

「
地
点
別
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
索
シ
ス
テ
ム
」

ht
tp

://
su

ib
ou

m
ap

.g
si.

go
.jp

/S
hi

ns
ui

M
ap

/M
ap

/

１
／

２

地
点
か
ら

（
想
定
浸
水
深
を
調
べ
た
い
箇
所
を
選
択
）

選
択
し
た
地
点

破
堤
点

（
浸
水
深
さ
が
最
大
）

※
赤
ア
イ
コ
ン
を
選
択

①

②
③

※ 浸
水
想
定
範
囲

等
が
示
さ
れ
る

④

○
札
幌
開
発
建
設
部
河
川
整
備
保
全
課
「地
点
別
浸
水
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
検
索
シ
ス
テ
ム
」よ
り編
集

６

121



２
／

２

④

グ
ラ
フ
表
示

最
大
の
浸
水
深
さ

緑
色
の
点
に
カ
ー
ソ
ル
を

合
わ
せ
る

（
想
定
）

最
大
浸
水
深

2
.1
9
m

※
内
水
氾
濫
（
川
や
海
な
どへ
排
水
で
き
な
い
水
が
溜
ま
る
現
象
）
は
想
定
して
い
ま
せ
ん
。

※
一
定
条
件
で
の
計
算
で
あ
る
た
め
、実
際
との
相
違
が
あ
り得
ま
す
。

※
詳
しく
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
くだ
さい
。
ht
tp
:/
/s
ui
bo
um
ap
.g
si.
go
.jp
/j
ok
en
.h
tm
l

⑤

○
札
幌
開
発
建
設
部
河
川
整
備
保
全
課
「地
点
別
浸
水
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
検
索
シ
ス
テ
ム
」よ
り編
集

７
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８
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市
町
村
に
よ
る
避
難
の
準
備
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）

１
.災

害
が
想

定
さ

れ
る
地
域
で

は
た
め
ら
わ

ず
避
難
行
動
を

H
O

T
E

L

自
宅

親
戚
､

友
人
の
家

※
頑
丈
な
建
物
の
高
い
階
や

浸
水
が
想
定
さ
れ
な
い
地
域
等

※
避

難
行

動
・

避
難

生
活

に
必

要
な

物
(
食
料
(
最
低
３
日
分
)
・
衛
生
用
品
等
)
は

、
自

助
と

し
て

各
自

で
準

備
す

る
旨

の
周

知
。
※
1

２
.命

を
守
る

た
め
の
緊

急
的
な
避
難
場
所
も
選
択
肢
に

市
町
村
の

指
定
緊
急

避
難
場
所
等

宿
泊
施
設
等

参
考
)
 
※
1
:
人
と

防
災
未
来

セ
ン
タ

ー
「
避

難
所
開
設

で
の

感
染

を
防
ぐ

た
め

の
事
前

準
備

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
V
e
r
.
2
－

手
引

き
版

－
」

'
2
0
,
0
4
,
3
0
、

※
2
:
内

閣
府

政
策

統
括

官
(
防
災

担
当

)
等
「

避
難

所
に
お

け
る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
症

へ
の

対
応

に
つ

い
て
」

'
2
0
,
0
4
,
0
1
、

※
3
:
新

型
コ
ロ

ナ
感

染
症

と
災
害
避

難
研
究

会
「

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流
行

時
の

災
害
と

避
難

環
境
を
考

え
る

手
引
き
(
地

方
自

治
体

編
)
」

'
2
0
,
0
5
,
1
4
、

※
4
:
内

閣
府
政

策
統

括
官

(
防

災
担
当

)
等

「
避

難
所
に

お
け

る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症

へ
の
更

な
る

対
応

に
つ

い
て
」
'
2
0
,
0
4
,
0
7
、

※
5
:
内

閣
府
政
策
統

括
官

(
防
災

担
当

)
等
「
「
避
難

の
理

解
力

向
上

キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の
実
施

等
に

つ
い

て
(通

知
)
」

'
2
0
,
0
4
,
2
1
、

※
6
:
内
閣

府
政

策
統

括
官
(
防
災

担
当
)

等
「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
対
策

と
し

て
の

災
害

時
の

避
難
所

と
し

て
の
ホ

テ
ル
・
旅

館
等

の
活

用
に
向

け
た

準
備
に

つ
い

て
」

'
2
0
,
0
4
,
2
8
、

※
7
:
避
難
所

・
避

難
生

活
学

会
「

C
O
V
I
D
-
1
9
 
禍

で
の

水
害
時

避
難

所
設

置
に

つ
い

て
」

'
2
0
,
0
4
,
1
5

感
染
拡
大
を

恐
れ
、

避
難
を
躊
躇

す
る
こ
と
の

な
い
よ
う

ま
ず
は
避
難

最
優
先
を
周

知
※
1

避
難
所

等
の
過

密
状
態

の
防
止

・
避

難
者

の
充

分
な

ス
ペ
ー
ス

の
確

保
※
4,
7

情
報
伝
達

の
改
善
※
2,
3
,5

・
伝
達
内
容

の
変
更
。

(
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
か
ら
伝
達
)

(
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

踏
ま
え
た
準
備
を
し
て
い
る
旨
等
)

〇
避
難

所
等
へ

の
避
難
者

を
減
ら

す
。

・
頑
丈
な
建
物
の
高

い
階

等
、

安
全
な
場

所
か
ら
避
難

場
所
に

行
く
必
要

は
な
い
旨
の
周
知
。
※
5

(
避
難
と
は
[
難
]
を
[
避
]
け
る
こ
と
)

・
安
全
な
親

戚
・
友
人
の

家
等
も

避
難
先
と

な
り
得
る
こ

と
の
周
知
。
※
5

災
害
か
ら

命
を

守
る

〇
多

く
の
避

難
所

等
の

開
設

・
周

知
。
※
2,
4

・
予
め
指
定

し
て
い

る
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
等
の

開
設
。

・
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
活
用
。
※
6

(
宿
泊
団
体
等
と
連
携
可
能
）

(
軽
症
者
・
無
症
状
者
の
宿
泊
療
養
の
た
め
の

宿
泊
施
設
等
の
確
保
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、

県
の
保
健
福
祉
部
局
と
連
携
・
調
整
が
必
要
)

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

・
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー

の
周
知

・
避
難
情
報
の
ポ
イ
ン
ト

【
災
害
リ
ス
ク
】

浸
水
想
定
区
域

【
行
動
】

避
難
の
場
所
･

タ
イ
ミ
ン
グ

避
難
所

等
で
の

感
染
拡
大
を

防
ぐ

地
域
の
災
害

リ
ス
ク
・

災
害
時
に
と

る
べ
き
行
動

を
理

解
し
て
も

ら
う
※
5

※
住

民
へ

の
周

知
で

は
、

「
空

振
り

を
恐

れ
な

い
」

９
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〇
十
分

な
ス

ペ
ー

ス
の
確

保
※
1,
3,
4,
7 ：

・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討
。

(
簡
易
ベ
ッ
ド
・
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
・

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
の
活
用
)

〇
発
熱

等
の

症
状

が
あ
る

・
出
た

者
を

一
般

の
避

難
者
と
分
け

る
※
3,
4 ：

・
専
用
ス
ペ
ー
ス

(
で
き
れ
ば
個
室
。
間
仕
切
り
で
も
可
)

・
専
用
ト
イ
レ

・
専
用
ス
ペ
ー
ス
等
の
ゾ
ー
ン
・
動
線
を

分
け
る
。

等

※
施
設
管
理
者
と
事
前
調
整
が
必
要
。

〇
入
館

時
等
※
1,
3,
4,
8 ：

・
掲
示
板
等
で
運
用
ル
ー
ル
の
周
知

・
消
毒
液
を
複
数
個
所
に
設
置
。

(
入
館
時
の
消
毒
の
徹
底
)

・
健
康
状
態
の
確
認
・
把
握
。

(
検
温
等
を
到
着
時
・
定
期
的
に
)

・
土
足
と
内
履
き
の
エ
リ
ア
分
け
。
等

〇
屋
内
※
1,
3,
4,
7 ：

・
十
分
な
換
気
。

・
衛
生
環
境
の
確
保

(
家
庭
用
洗
剤
に
よ
る
清
掃
等
)

・
ゴ
ミ
の
出
し
方
。

等

〇
発
症

し
た

場
合

の
対

応
※
1
,4
,
8 ：

・
医
療
機
関
と
の
連
絡
体
制
の
確
保
。

・
関
係
部
局
と
の
連
携
で
事
前
の
検
討
。
等

〇
設

営
関
係
※
1,
3,
7 ：

・
間
仕
切
り

(
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
)

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

・
仮
設
ト
イ
レ

等

市
町
村
に
よ
る
避
難
の
準
備
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）

３
.避

難
場
所

で
の
感
染
症

対
策
の
徹

底

※
避
難
行
動
・
避
難
生
活
に
必

要
な
物
(
食
料
(
最
低
３
日
分
)
・
衛
生
用
品
等
)
は
、
自

助
と
し
て
各
自
で
準
備
す
る
旨
の
周
知
。
※
1

避
難
所

等
で

の
感

染
拡

大
を

防
ぐ

資
器

材
の

準
備

設
営

面
運

営
面

〇
衛

生
用
品

等
の

備
蓄
※
1 ：

・
使
い
捨
て
手
袋

・
目
の
防
護
具
(
ゴ
ー
グ
ル
等
)

・
防
護
服
(
長
袖
ガ
ウ
ン
・

ビ
ニ
ー
ル
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
)

・
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

・
ゴ
ミ
袋

等

マ
ス
ク

体
温
計

石
鹸
･

消
毒
液

〇
マ

ニ
ュ
ア

ル
等
※
1,
3 ：

・
設
営
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
担
当
職
員
等
へ
の
事
前
教
育

等

参
考
)
 
※
1
:
人
と

防
災
未
来

セ
ン
タ

ー
「
避

難
所
開
設

で
の

感
染

を
防
ぐ

た
め

の
事
前

準
備

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
V
e
r
.
2
－

手
引

き
版

－
」

'
2
0
,
0
4
,
3
0
、

※
2
:
内

閣
府

政
策

統
括

官
(
防
災

担
当

)
等
「

避
難

所
に
お

け
る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
症

へ
の

対
応

に
つ

い
て
」

'
2
0
,
0
4
,
0
1
、

※
3
:
新

型
コ
ロ

ナ
感

染
症

と
災
害
避

難
研
究

会
「

新
型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流
行

時
の

災
害
と

避
難

環
境
を
考

え
る

手
引
き
(
地

方
自

治
体

編
)
」

'
2
0
,
0
5
,
1
4
、

※
4
:
内

閣
府
政

策
統

括
官

(
防

災
担
当

)
等

「
避

難
所
に

お
け

る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症

へ
の
更

な
る

対
応

に
つ

い
て
」
'
2
0
,
0
4
,
0
7
、

※
5
:
内

閣
府
政
策
統

括
官

(
防
災

担
当

)
等
「
「
避
難

の
理

解
力

向
上

キ
ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の
実
施

等
に

つ
い

て
(通

知
)
」

'
2
0
,
0
4
,
2
1
、

※
6
:
内
閣

府
政

策
統

括
官
(
防
災

担
当
)

等
「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
対
策

と
し

て
の

災
害

時
の

避
難
所

と
し

て
の
ホ

テ
ル
・
旅

館
等

の
活

用
に
向

け
た

準
備
に

つ
い

て
」

'
2
0
,
0
4
,
2
8
、

※
7
:
避
難
所

・
避

難
生

活
学

会
「

C
O
V
I
D
-
1
9
 
禍

で
の

水
害
時

避
難

所
設

置
に

つ
い

て
」

'
2
0
,
0
4
,
1
5

※
8
:
九
州

災
害

情
報

報
道

研
究
会

「
避
難
所
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
対
策

マ
ニ

ュ
ア
ル
(案

)
」

'
2
0
,
0
4
,
1
0

○
運

営
担

当
者
自

ら
の
感

染
防

御

・
避
難
所
開
設
当
初
か
ら
保
健
福
祉
部
局
と
連
携

し
、
対
応
策
に
つ
い
て
検
討

１
０

125



【
参

考
】
避

難
所

等
の

備
蓄

品
整

備
に

活
用

で
き

る
交

付
金

等
に

つ
い

て

※
ま

た
、

防
災

資
機

材
に

つ
い

て
は

、
国

土
交

通
省

の
防

災
・
安

全
交

付
金

の
効

果
促

進
事

業
（
ソ

フ
ト

事
業

）
に

よ
り

対
応

で
き

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、
北

海
道

の
各

基
幹

事
業

の
担

当
、

ま
た

は
下

記
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。
（
問

い
合

わ
せ

先
）

北
海

道
開

発
局

事
業

振
興

部
都

市
住

宅
課

・
建

設
部

地
方

整
備

課
・

港
湾

空
港

部
港

湾
計

画
課

T
E
L
 0

11
-7

09
-2

31
1

「
地

域
づ

く
り

総
合

交
付

金
」

北
海

道
の

地
域

づ
く
り

推
進

事
業

（
一

般
事

業
）
に

よ
る

整
備

が
可

能
で

す
。

制
度

の
詳

細
は

、
北

海
道

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.p
re

f.
h
o
kk

ai
do

.lg
.jp

/
ss

/
c
kk

/
su

b
si

d
y/

to
p2

.h
tm

（
問

い
合

わ
せ

先
）

各
総

合
振

興
局

・
振

興
局

地
域

創
生

部
地

域
政

策
課

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
地

方
創

生
臨

時
交

付
金

」
制

度
の

詳
細

は
、

内
閣

府
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.k
an

te
i.g

o
.jp

/
jp

/
si

n
gi

/
ti
ik

i/
ri
n
jik

o
u
fu

ki
n
/

（
問

い
合

わ
せ

先
）

内
閣

府
地

方
創

生
推

進
室

（臨
時

交
付

金
特

設
チ

ー
ム

）T
E
L
 0

3
-
5
5
01

-1
7
52

１
１
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１
２
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大
雨
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
推
奨
配
色
に
つ
い
て

１
３

128



１
４
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◆
実
施
日
：
令
和
2
年
9
月
1
2
日
（
土
）

9
：
3
5
～
1
0
：
3
0
（
2
時
間
目
）

◆
場

所
：
栗
山
小
学
校
体
育
館

◆
実
施
日
：

令
和
2
年
9
月
1
2
日
（
土
）

8
：
4
5
～
9
：
3
0
（
1
時
間
目
）

◆
場

所
：

栗
山
小
学
校
体
育
館

小
学
生
を
対
象
と
し
た
水
防
災
教
育
の
実
施
（
栗
山
小
学
校
）

○
「
く
り
っ
子
防
災
教
室
」
の
目
的

・
災
害
時
の
危
険
を
認
識
し
日
常
的
な
備
え
を
行
う
と
と
も
に
、
的
確
な
判
断
の
下
に
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
行
動
が
で
き
る
知
識
を
身
に
付
け
る
。

・
災
害
時
及
び
事
後
に
進
ん
で
他
の
人
々
や
地
域
の
安
全
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基

本
的
事
項
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

低
学
年
で
の
防
災
教
育
の
様
子

高
学
年
で
の
防
災
教
育
の
様
子

防
災
関
連
車
両
の
展
示
（
自
衛
隊
）

消
防
関
連
車
両
の
展
示
（
消
防
署
）

初
期
消
防
訓
練

煙
道
体
験
訓
練

○
札
幌
開
発
建
設
部
は
、
栗
山
小
学
校
で
開
催
し
た
防
災
教
室
に
講
師
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

○
授
業
で
は
「
川
を
学
ぼ
う
！
」
と
題
し
て
、
低
学
年
と
高
学
年
の
児
童
に
「
川
が
流
れ

る
仕
組
み
」
や
「
洪
水
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
、
「
洪
水
に
対
し
て
命
を
守
る
方
法
」

等
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

栗
山
小
学
校

１
５

118



小
学
生
を
対
象
と
し
た
水
防
災
教
育
の
実
施
（
栗
山
小
学
校
）
【
授
業
の
様
子
】

栗
山
小
学
校
（
低
学
年
）

栗
山
小
学
校
（
高
学
年
）

１
６
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１
７

120



要
配
慮
者
避
難
確
保
計
画
の
説
明
会

１
８

○
日
時
：

令
和

2年
1
1
月

1
7日

、
1
8日

○
場
所

：
恵

庭
市
民
会
館

説
明

会
資

料
（
恵

庭
市

HP
）

ht
tp

s:/
/w

w
w.

cit
y.e

ni
w

a.
ho

kk
ai

do
.jp

/k
ur

as
hi

/k
yu

ky
u_

bo
sa

i/b
os

ai
_s

ai
ga

i/b
os

ai
no

se
id

o_
ke

ika
ku

/1
08

01
.h

tm
l
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１
９

122



マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
の
開
催

２
０
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効率UP! 作図情報の共有で災害リスク確認短縮

ハザードマップポータル
サイト（重ねるハザード
マップ）

地点別浸水シミュレーション
検索システム(浸水ナビ）

地理院地図

KML
GeoJSON①

①

①

取り込んだ情報は、災害リスク等を把握するための共通資料として役立ちます。

②
②

②

各サイトで作成した作図情報は、共通情報として取込み、表示、編集できます。

国土地理院 北海道地方測量部 防災情報管理官
〒060-0808
札幌市北区北８条西２丁目１-１ 札幌第１合同庁舎10階
電話番号：011-709-2311（内線4504）
防災グループアドレス：gsi-bosai-ho@gxb.mlit.go.jp

「地理院地図」のお問い合わせ先 ※1：KMLは、ウェブ地図で多く利用されているファイル形式です。
ウェブ地図上で点、線、注釈など描画・注記したものをファイル
保存する際に用いられています。
GeoJSONファイルも同様に、ウェブ地図上で作図した情報を保存
できるファイル形式です。

※1
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４．意見交換（関係機関及び市町村）
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夕張川部会　　　1/1第６回　石狩川下流減災対策協議会（地域部会）　意見交換

夕張市

【避難確保計画作成状況】
策定済み　３件
・特別養護老人ホーム清光園（夕張市南清水沢１丁目）　訓練未実施です。
・介護老人保健施設夕張（夕張市社光２０番地）　　訓練未実施です。
・グループホーム楓・紅葉（夕張市南清水沢２丁目）　訓練未実施です。

【避難所開設に向けた取組】
日時　令和２年１０月１１日（日）９時００分から１１時００分
場所　夕張市南部地区
参加機関　夕張市消防本部・夕張市消防団・札幌方面栗山警察署
訓練内容　水防訓練・住民避難訓練・避難所運営訓練

　避難所運営訓練は、新型コロナ感染症予防対策を視野に行いました。
　感染予防備蓄品（受付テント：飛沫用シート・マスク・消毒液・非接触型体温計を準備します。）
　受付担当者は、マスク・ゴム手袋を着用し、避難者の検温と健康チェックシートの確認を行い、入所案内
をしました。
　避難者は、事前に健康チェックシートに当日の体温等を記載して、訓練に参加しました。
　避難完了後、警戒レベル、備蓄品の展示及び新型コロナ感染症予防対策における避難所生活の健康管理に
ついて、担当職員から説明を行いました。

【避難所開設に向けた課題】
・密を避けるための入所人数制限や他の避難所に分散避難について
・避難者の体調不良を確認した場合の初期対応について
・トイレや手洗い場等の集合スペースへの動線の明確化と２方向以上の窓及びドアを開放した有効な換気方
法について
　

由仁町

・当町は、これまで国管理の河川における洪水浸水想定区域に位置する要配慮者利用施設を有していません
でしたが、道によるiRICを用いた浸水想定図の公表により、これに位置する要配慮者利用施設について避難
確保計画作成及び訓練実施等の検討を進めます。
・要配慮者の避難に対応する人員の確保のため、福祉施設等との協定締結を検討します。
・福祉担当課と連携した要配慮者の実態把握、要配慮者に対する関係機関の情報共有に対する同意が得られ
ない場合の対応に関する協議を進めます。

・地方創生臨時交付金を活用し、避難所の感染症対策として、避難所用テント、換気用ファン、発電機、消
毒液等、必要な資材を購入します。
・新型コロナウイルス感染症に対応した避難所の運営方法に対する検討・確認のため、避難所設営訓練の実
施について検討中です。

栗山町

避難確保計画作成に向けた現状
○平成元年度に、要配慮者利用施設である障がい福祉サービス事業所での洪水時の避難確保計画作成に対し
て、国で出された計画書ひな形の配布や栗山町防災ガイドブックの提供を実施しました。

避難確保計画作成に向けた課題など
〇要配慮者利用施設や学校などとの、洪水時の避難確保計画作成に向けて、本町に即したひな形の作成や計
画作成説明会の開催などの対応をしていく必要があります。

避難所確保・開設に向けた現状
〇感染症対策を含めた避難所運営マニュアルの原案を作成し、現在、内容を精査しています。

避難所確保・開設に向けた課題など
〇感染症対策を含めた避難所運営マニュアルに基づいた避難所開設訓練などを実施していく必要がありま
す。
〇各指定避難所におけるレイアウトや動線などについて精査を行い、その結果を踏まえて、ホテルや旅館等
の災害時の避難所としての活用に向けた検討を行う必要があります。

テーマ①
要配慮者利用施設における避難確保計画作成や訓練実施にむけた取組、課題

テーマ②
新型コロナウイルス感染症が広がる中で、避難所確保・開設に向けた取組、課題
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